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西
村
遠
里
『
居
行
子
』
―
解
題
と
翻
刻
―
（
一
） 

  

吉 

田 
 

 

宰 
 

 
 

  
 

 
 

 

解 

題 
  

西
村
遠え

ん

里り

（
享
保
三
年
〈
一
七
一
八
〉
～
天
明
七
年
〈
一
七
八
七
〉
）
は
、
市

井
の
天
文
暦
学
者
と
し
て
活
動
し
た
、
京
都
の
人
で
あ
る
（
注

1
）

。
天
文
暦
学
書
の

執
筆
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
後
半
生
に
お
い
て
は
、
『
居き

ょ

行こ
う

子し

』
（
安
永
四
年
〈
一

七
七
五
〉
刊
）
や
『
雨
中
問
答
』
（
安
永
七
年
〈
一
七
七
八
〉
刊
）
な
ど
、
多
く

の
随
筆
を
著
し
た
（
注

2
）

。 

 

こ
こ
に
翻
刻
す
る
『
居
行
子
』
は
、
『
雨
中
問
答
』
と
並
ん
で
、
彼
の
随
筆
の

中
で
も
初
期
に
刊
行
さ
れ
た
著
作
で
あ
り
、
の
ち
に
『
同
後
編
』
（
安
永
八
年
〈
一

七
七
九
〉
刊
）
、
『
同
新
話
』
（
天
明
五
年
〈
一
七
八
五
〉
刊
）
、
『
同
外
編
』

（
天
明
八
年
〈
一
七
八
八
〉
刊
）
と
、
シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
る
も
の
で
も
あ
る
。 

 

ま
た
そ
の
中
身
は
、
当
世
の
弁
惑
・
俗
説
批
判
を
述
べ
た
章
段
、
人
生
訓
を
説

い
た
教
訓
的
章
段
、
自
然
現
象
に
つ
い
て
解
説
し
た
啓
蒙
的
章
段
な
ど
、
ま
さ
に

雑
多
な
内
容
か
ら
な
る
随
筆
と
言
え
る
。 

 

『
居
行
子
』
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
中
野
三
敏
（
注

3
）

が
、
「
日
用
の

諸
事
万
般
に
わ
た
る
教
訓
談
義
」
で
あ
る
と
評
し
、
こ
れ
を
受
け
て
門
脇
大
（
注

4
）

は
、
本
シ
リ
ー
ズ
を
扱
う
こ
と
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

中
野
氏
の
述
べ
る
よ
う
に
、
『
居
行
子
』
四
編
に
は
、
通
俗
的
な
教
訓
談
義

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
逆
に
い
え
ば
、
諸
事
に
関
す

る
当
時
の
一
般
的
な
理
解
や
教
訓
観
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
も
い
い
得
る
。

つ
ま
り
、
突
飛
な
著
述
で
は
な
く
、
平
板
な
思
想
・
教
訓
が
展
開
さ
れ
る
本

書
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
そ
れ
ら
に
関
す
る
認
識
の
一
端
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
「
諸
事
に
関
す
る
当
時
の
一
般
的
な
理
解
や
教
訓
観
」

を
知
る
上
で
有
用
で
あ
り
、
こ
こ
に
、
『
居
行
子
』
を
翻
刻
す
る
理
由
の
一
つ
が

存
す
る
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
当
時
の
諸
学
界
の
動
向
を
知
る
上
に
お
い
て
、

本
書
の
利
用
価
値
は
同
様
に
認
め
ら
れ
る
。 

例
え
ば
、
巻
一
「
人
相
の
弁
」
「
易
学
の
弁
」
で
は
、
相
学
・
墨
色
占
・
天
文

占
と
易
占
の
違
い
を
述
べ
、
と
く
に
易
占
に
つ
い
て
は
新
井
白
蛾
の
易
学
に
触
れ
、

「
古
易
の
会
」
「
射
覆
会
」
と
し
て
賑
わ
っ
た
往
時
の
模
様
を
振
り
返
る
。 

ま
た
、
巻
三
「
儒
者
の
説
」
で
は
、
当
世
の
朱
子
学
・
道
学
・
古
義
学
・
徂
徠

学
な
ど
の
諸
儒
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
が
互
い
に
他
門
を
そ
し
り
合
う
現
状
を
述
べ
、

こ
れ
は
儒
学
の
本
質
を
見
失
っ
て
い
る
と
し
て
批
判
す
る
。 

さ
ら
に
、
巻
四
「
物
産
の
弁
」
で
は
、
本
草
家
の
う
ち
、
と
り
わ
け
珍
奇
な
物

を
蒐
集
・
所
持
す
る
こ
と
に
専
一
と
な
り
、
「
奇
物
会
」
と
称
す
る
集
会
ま
で
開

い
て
、
本
草
家
と
し
て
の
な
す
べ
き
こ
と
を
見
誤
っ
た
当
今
の
人
々
を
非
難
す
る
。 
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こ
の
よ
う
に
、
遠
里
の
随
筆
を
繙
く
こ
と
で
、
当
時
の
諸
学
界
の
状
況
が
少
な

か
ら
ず
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。 

最
後
に
、
一
つ
だ
け
付
言
す
る
。
遠
里
の
随
筆
に
対
し
て
、
「
特
に
際
立
っ
た

一
家
言
や
主
張
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
」
（
中
野
）
、
「
あ
り
ふ
れ
た
資
料
」
（
門

脇
）
と
い
っ
た
両
氏
の
理
解
に
は
、
た
し
か
に
首
肯
す
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
。 

し
か
し
一
方
で
、
そ
う
し
た
把
握
の
仕
方
の
み
で
は
、
こ
の
随
筆
の
、
「
遠
里

の
」
随
筆
た
る
ゆ
え
ん
が
希
薄
化
し
て
し
ま
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
語
ら
れ
る

通
俗
的
な
内
容
の
う
ち
に
も
、
遠
里
と
い
う
一
人
の
人
間
を
通
し
て
形
成
さ
れ
た
、

彼
な
り
の
人
間
観
や
世
界
観
の
反
映
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
は
ず
で
、
そ
う
し
た
点

に
も
留
意
す
る
こ
と
が
、
彼
の
随
筆
の
理
解
に
は
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

遠
里
の
随
筆
か
ら
読
み
取
れ
る
、
彼
の
思
想
的
特
徴
に
つ
い
て
は
、
儒
学
者
・

熊
沢
蕃
山
の
学
問
受
容
が
色
濃
く
み
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
長
崎
の
天
文
暦
学
者
・

西
川
如
見
と
の
関
連
性
が
あ
る
こ
と
を
、
拙
稿
（
注

5
）

に
お
い
て
詳
し
く
述
べ
た

の
で
、
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。 

  

そ
れ
で
は
、
以
下
に
底
本
の
書
誌
情
報
を
記
す
。 

 

■
底
本
書
誌 

所 

蔵 
 

国
立
国
会
図
書
館
（197-176

）
。 

巻 

冊 
 

五
巻
五
冊
（
合
二
冊
）
。 

刊 

写 
 

刊
。 

書 

型 
 

大
本
。
縦
二
六
・
四
糎
×
横
一
七
・
七
糎
。 

表 

紙 
 

紺
色
無
地
。（
国
立
国
会
図
書
館
の
後
補
表
紙
あ
り
。
薄
茶
色
無
地
。

原
装
の
巻
一
〜
三
、
巻
四
～
五
、
を
そ
れ
ぞ
れ
合
綴
） 

題 

簽 
 

「
居
行
子 

一
（
〜
五
）
」
。
刷
題
簽
、
子
持
ち
枠
、
左
肩
貼
付
。

（
国
立
国
会
図
書
館
の
後
補
題
簽
あ
り
） 

見
返
し 

 

「
遠
里
先
生
著
／
居
行
子
／
平
安
書
肆 

大
塚
酉
山
房
」
。 

序 

文 
 

「
居
行
子
序
」
。
序
末
に
「
明
和
九
壬
辰
歳
仲
呂
／
岡
本
隠
龍
川
」
。 

目
録
題 

 

「
居
行
子
巻
之
一
（
〜
五
）
／
目
録
」
。 

内 

題 
 

「
居
行
子
巻
之
一
（
〜
五
）
」
。
巻
一
内
題
の
次
の
行
下
に
「
西
村

遠
里
述
」
。 

尾 

題 
 

「
居
行
子
巻
之
一
（
〜
四
）
終
」
、
「
居
行
子
巻
之
五
大
尾
」
。 

柱 

記 
 

「
居
行
子
一
（
〜
五
）
」
。 

跋 

文 
 

な
し
。 

刊 

記 
 

「
安
永
四
年
未
正
月
／
平
安
書
林
／
堀
川
四
条
上
ル

町 

万
屋
重
兵

衛
／
同
町 

銭
屋
善
兵
衛
」
。 

構 

成 
 

巻
一
：
見
返
し
（
半
丁
）
、
序
文
（
三
丁
）
、
目
録
（
半
丁
）
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

空
白
（
半
丁
）
、
本
文
（
二
十
二
丁
半
）
。 

巻
二
：
目
録
（
半
丁
）
、
空
白
（
半
丁
）
、
本
文
（
二
十
一
丁
）
。 

巻
三
：
目
録
（
半
丁
）
、
空
白
（
半
丁
）
、
本
文
（
二
十
三
丁
）
。 

巻
四
：
目
録
（
半
丁
）
、
空
白
（
半
丁
）
、
本
文
（
十
八
丁
）
。 

巻
五
：
目
録
（
半
丁
）
、
空
白
（
半
丁
）
、
本
文
（
二
十
二
丁
）
、

刊
記
（
半
丁
）
。 

匡 

郭 
 

四
周
単
辺
。
縦
二
〇
・
四
糎
×
横
一
四
・
〇
糎
（
内
矩
）
。 

行 

数 
 

序
文
：
毎
半
葉
八
行
。 

本
文
：
毎
半
葉
十
行
。 

蔵
書
印 

 

「
榊
原
家
蔵
」
「
故
榊
原
芳
埜
納
本
」
「
中
川
氏
蔵
書
」
「
福
」
「
高

安
」
「
本
亀
」
「
東
京
図
書
館
蔵
」
。 

  

  
 

 
 

 

注 
 

（
1
） 

遠
里
の
伝
記
事
項
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
敏
夫
「
西
村
遠
里
伝
」
（
『
日
本
天
文
研
究
会

報
文
』
第
四
巻
第
四
号
、
一
九
七
一
年
六
月
）
、
同
「
西
村
遠
里
伝
補
遺
」
（
同
第
九
巻

第
一
号
、
一
九
八
〇
年
六
月
）
、
同
『
近
世
日
本
天
文
学
史
』
上
巻
（
恒
星
社
厚
生
閣
、

一
九
八
六
年
）
、
浅
野
三
平
「
西
村
遠
里
考
」
（
『
国
文
目
白
』
第
二
九
号
、
一
九
八
九

年
一
一
月
）
な
ど
に
詳
し
い
。 

（
2
） 

『
居
行
子
』
の
翻
刻
は
、
巻
五
「
奢
の
弁
」
の
み
『
日
本
経
済
大
典
』
第
五
二
巻
（
明

治
文
献
、
一
九
七
一
年
）
に
抄
録
さ
れ
る
。
ま
た
『
雨
中
問
答
』
『
同
後
編
』
の
翻
刻
は
、

『
京 

都

大
学
蔵

大
惣
本
稀
書
集
成
』
第
一
六
巻
（
臨
川
書
店
、
一
九
九
六
年
）
に
備
わ
る
。 

（
3
） 

「
近
世
中
期
思
想
界
に
お
け
る
諸
子
百
家
的
現
象
の
流
行
」
（
中
野
三
敏
・
楠
元
六
男

編
『
江
戸
の
漢
文
脈
文
化
』
所
収
、
竹
林
舎
、
二
〇
一
二
年
）
。 

（
4
） 

「
『
居
行
子
後
篇
』
巻
之
四
「
妖
怪
之
説
」
―
近
世
怪
談
の
一
脈
―
」
（
『
日
本
文
藝

研
究
』
第
六
七
巻
第
二
号
、
二
〇
一
六
年
八
月
）
。 

（
5
） 

「
西
村
遠
里
随
筆
考
―
蕃
山
学
の
受
容
を
中
心
に
―
」
（
『
近
世
文
藝
』
第
一
〇
五
号
、

二
〇
一
七
年
一
月
）
。 

  

  
 

 
 

 

凡 

例 
 

一
、
本
文
に
は
適
宜
、
句
読
点
・
濁
点
・
半
濁
点
を
付
し
、
段
落
を
も
う
け
た
。 

一
、
字
体
は
通
行
の
も
の
に
改
め
た
。 

一
、
畳
字
は
「
ゝ
」
「
ヽ
」
「
々
」
等
で
表
し
、
二
字
以
上
は
「
〳
〵
」
「
〴
〵
」

で
表
し
た
。 

一
、
合
字
は
ひ
ら
い
た
。 

一
、
不
審
箇
所
に
は
右
脇
に
（
マ
マ
）
を
付
し
た
。
た
だ
し
、
ル
ビ
の
不
審
箇
所

は
ル
ビ
中
に
（
マ
マ
）
と
記
し
た
。 

一
、
本
文
・
ル
ビ
の
う
ち
、
版
木
が
欠
け
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
や
墨
で
つ
ぶ
れ
て

い
る
箇
所
等
は
（ 

）
で
補
っ
た
。 

一
、
敬
意
を
表
す
闕
字
は
反
映
し
て
い
な
い
。 

一
、
丁
う
つ
り
は
、 

」
（
丁
数
オ
／
ウ
）
と
し
、
原
則
、
底
本
の
丁
付
に
従
っ

た
。 

    

      

     

－22－



  
 

 
 

 

注 
 

（
1
） 

遠
里
の
伝
記
事
項
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
敏
夫
「
西
村
遠
里
伝
」
（
『
日
本
天
文
研
究
会

報
文
』
第
四
巻
第
四
号
、
一
九
七
一
年
六
月
）
、
同
「
西
村
遠
里
伝
補
遺
」
（
同
第
九
巻

第
一
号
、
一
九
八
〇
年
六
月
）
、
同
『
近
世
日
本
天
文
学
史
』
上
巻
（
恒
星
社
厚
生
閣
、

一
九
八
六
年
）
、
浅
野
三
平
「
西
村
遠
里
考
」
（
『
国
文
目
白
』
第
二
九
号
、
一
九
八
九

年
一
一
月
）
な
ど
に
詳
し
い
。 

（
2
） 

『
居
行
子
』
の
翻
刻
は
、
巻
五
「
奢
の
弁
」
の
み
『
日
本
経
済
大
典
』
第
五
二
巻
（
明

治
文
献
、
一
九
七
一
年
）
に
抄
録
さ
れ
る
。
ま
た
『
雨
中
問
答
』
『
同
後
編
』
の
翻
刻
は
、

『
京 

都

大
学
蔵

大
惣
本
稀
書
集
成
』
第
一
六
巻
（
臨
川
書
店
、
一
九
九
六
年
）
に
備
わ
る
。 

（
3
） 

「
近
世
中
期
思
想
界
に
お
け
る
諸
子
百
家
的
現
象
の
流
行
」
（
中
野
三
敏
・
楠
元
六
男

編
『
江
戸
の
漢
文
脈
文
化
』
所
収
、
竹
林
舎
、
二
〇
一
二
年
）
。 

（
4
） 

「
『
居
行
子
後
篇
』
巻
之
四
「
妖
怪
之
説
」
―
近
世
怪
談
の
一
脈
―
」
（
『
日
本
文
藝

研
究
』
第
六
七
巻
第
二
号
、
二
〇
一
六
年
八
月
）
。 

（
5
） 

「
西
村
遠
里
随
筆
考
―
蕃
山
学
の
受
容
を
中
心
に
―
」
（
『
近
世
文
藝
』
第
一
〇
五
号
、

二
〇
一
七
年
一
月
）
。 

  

  
 

 
 

 

凡 

例 
 

一
、
本
文
に
は
適
宜
、
句
読
点
・
濁
点
・
半
濁
点
を
付
し
、
段
落
を
も
う
け
た
。 

一
、
字
体
は
通
行
の
も
の
に
改
め
た
。 

一
、
畳
字
は
「
ゝ
」
「
ヽ
」
「
々
」
等
で
表
し
、
二
字
以
上
は
「
〳
〵
」
「
〴
〵
」

で
表
し
た
。 

一
、
合
字
は
ひ
ら
い
た
。 

一
、
不
審
箇
所
に
は
右
脇
に
（
マ
マ
）
を
付
し
た
。
た
だ
し
、
ル
ビ
の
不
審
箇
所

は
ル
ビ
中
に
（
マ
マ
）
と
記
し
た
。 

一
、
本
文
・
ル
ビ
の
う
ち
、
版
木
が
欠
け
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
や
墨
で
つ
ぶ
れ
て

い
る
箇
所
等
は
（ 

）
で
補
っ
た
。 

一
、
敬
意
を
表
す
闕
字
は
反
映
し
て
い
な
い
。 

一
、
丁
う
つ
り
は
、 

」
（
丁
数
オ
／
ウ
）
と
し
、
原
則
、
底
本
の
丁
付
に
従
っ

た
。 
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翻 

刻 

 

■
見
返
し 

遠
里
先
生
著 

居
行
子 

平
安
書
肆 

大
塚
酉
山
房 

 

■
序
文 

居
行
子
序 

慈ぢ

鎮ち
ん

和く
は

尚
し
や
う

の
歌う

た

に
、
人
ご
と
に
ひ
と
つ
の
く
せ
は
あ
る
も
の
を
と
、
き
こ
え

侍
は
ん
べ

る
も
げ
に
こ
と
は
り
に
て
、
人
間

に
ん
げ
ん

常つ
ね

の
な
す
わ
ざ
、
多を

ゝ

く
は
皆み

な

癖く
せ

ぞ
か
し
。
人

の
生う

ま

る
ゝ
や
、
其そ

の

気き

質し
つ

を
天
地
よ
り
う
く
る

所
と
こ
ろ

は
同を

な

じ
け
れ
ど
も
、
父
母
の
清せ

い

濁だ
く

に
よ
り
、
其そ

の

性せ
い

の
賢け

ん

不ふ

肖せ
う

厚か
う

薄は
く

は
出で

来き

る
な
り
。
其そ

の

う
く
る

処
と
こ
ろ

の
性せ

い

の
、
賢け

ん

不ふ

肖せ
う

強
き
や
う

弱
じ
や
く

は
さ
も
あ
れ
、
生う

ま

れ
出い

づ

る
と
き
は
上か

み

貴き

人に
ん

よ
り
下し

も

土ど

民み
ん

に
至い

た

る
」（
序

1
オ
）
ま
で
、
常つ

ね

の
仕し

業わ
ざ

を
受う

け

て
生
る
ゝ
と
い
ふ
事こ

と

は
な
し
。
生

う
ま
れ

出い
で

し
と
き
は
、

草さ
う

木も
く

の
実み

は
へ
、
い
づ
れ
ゆ
が
み
た
る
は
な
く
、
風ふ

う

晹て
う

雨う

露ろ

霜さ
う

雪せ
つ

に
あ
ふ
て
、
生せ

い

長て
う

す
る
に
し
た
が
ひ
、
ま
が
れ
る
枝え

だ

の
数か

ず

そ
ふ
事こ

と

な
り
。
貴き

人に
ん

の
子こ

を
生う

ま

れ
立た

ち

よ

り
田
舎

い

な

か

へ
と
り
、
土ど

民み
ん

の
手
に
養
育い

く

す
れ
ば
、
田
舎

い

な

か

者も
の

と
な
り
、
土ど

民み
ん

の
子こ

を
藁わ

ら

の
上う

へ

か
ら
貴き

人に
ん

の
家い

へ

に
て
そ
だ
て
あ
ぐ
れ
ば
、
貴き

人に
ん

の
身み

の
な
ら
は
し
に
生せ

い

長
ち
や
う

す
。
是
皆み

な

業わ
ざ

に
な
る
ゝ
の
育
癖

く

せ

な
り
。 

世せ

上
じ
や
う

学が
く

文も
ん

に

心
こ
ゝ
ろ

を
よ
す
る
」
（
序
1
ウ
）
人
、
多を

ゝ

く
は
言げ

ん

語ぎ
よ

ま
で
も
漢か

ん

語ご

を

つ
か
ひ
、
俗ぞ

く

の
耳み

ゝ

へ
遠と

を

き
事
の
み
よ
ろ
こ
び
、
俗ぞ

く

事じ

を
い
や
し
め
、
今
日
の
事こ

と

に

疎う
と

し
。
渡と

世せ
い

第だ
い

一
と
す
る
人
は
、
文も

ん

盲も
う

・
愚ぐ

痴ち

を
看か

ん

板ば
ん

と
し
、
道ど

う

理り

に
う
と
く
、

し
ら
し
む
べ
か
ら
ざ
る
の
人
多を

ゝ

し
。
仏ぶ

つ

神じ
ん

の
利り

生
を
せ
が
み
、
物
い
ま
ひ
す
る
人

は
、
祢ね

宜ぎ

・
山
伏ぶ

し

に

訐
た
ぶ
ら

か
さ
れ
、
前ぜ

ん

後ご

の
ふ
づ
ま
り
に
心
さ
へ
つ
か
ぬ
程ほ

ど

の
事
あ

り
。
物
を
気き

に
か
け
ず
、
か
き
や
ぶ
り
に
い
ふ
人
は
、
己
が
見け

ん

識し
き

を
人
に
た
か
ぶ

り
、
王わ

う

法ぼ
う

に
背そ

む

く
事
を
な
す
。 

何な
に

事ご
と

」
（
序
2
オ
）
を
な
す
に
も
、

各
を
の
〳
〵

此
心
も
ち
に
て
、
癖く

せ

な
き
も
の
は
な

し
。

況
い
は
ん
や

愚ぐ

が
ご
と
き

儕
と
も
が
ら

、
癖く

せ

な
か
ら
ん
こ
と
を
欲ほ

つ

す
と
も
、
お
よ
ぶ
べ
き
に

あ
ら
ず
と
は
思
へ
ど
も
、
伝つ

た

へ
聞き

く

、
顔が

ん

回
く
は
い

い
へ
る
こ
と
あ
り
。
舜

し
ゆ
ん

何な
ん

人ぴ
と

ぞ
、
我わ

れ

何な
ん

人ぴ
と

ぞ
と
。

故
か
る
が
ゆ
へ

に
、
お
よ
ば
ぬ
事
に
も
、
よ
き
事
を
真ま

似ね

せ
む
は
、
あ
し
き
に

も
あ
ら
じ
。
百
里
の
歩ほ

行か
う

も
一い

つ

歩ぽ

よ
り
と
い
へ
ば
、
せ
ば
く
か
た
よ
ら
ぬ
し
め
し

も
あ
ら
ば
と
、
居き

よ

行か
う

子し

に
尋た

づ

ね
、
世せ

人じ
ん

の
ま
ど
ひ
や
す
き
事
ど
も
を
挙あ

げ

て
、
弁べ

ん

を

乞こ
い

し
か
ば
、
居き

よ

行か
う

子し

曰
い
は
く

、
我わ

れ

等ら

」
（
序
2
ウ
）
ご
と
き
、
狂

き
や
う

簡か
ん

に
ち
か
き
身み

の
、

何
を
か
示し

め

さ
ん
や
。
只た

ゞ

門も
ん

前ぜ
ん

の

厖
む
く
い
ぬ

の
と
し
よ
り
た
る
に
お
な
じ
き
の
み
。
足そ

つ

下か

の

若

此

か
く
の
ご
と
く

お
も
ふ
も
ま
た
癖く

せ

な
ら
ま
し
と
。
愚
曰
、
老ら

う

兄
き
や
う

の
い
ふ
所
も
ま
た
く

せ
な
る
べ
し
。
門も

ん

前ぜ
ん

の
老ら

う

犬け
ん

は
犬け

ん

中ち
う

の
功か

う

を
積つ

む

も
の
な
り
。
我わ

れ

も
ま
た

若
じ
や
く

犬け
ん

な

ら
で
の
み
。
何な

ん

ぞ
謙け

ん

譲
じ
や
う

の
こ
ゝ
に
い
た
る
や
と
。 

強し
ゐ

て
も
と
め
て
是こ

れ

を
あ
つ
め
、
居き

よ

行か
う

子し

五

巻
く
は
ん

と
な
し
て
、
愚ぐ

が
癖く

せ

の
お
は
り

を
と
げ
ぬ
。
も
し
や
見
る
人
、
愚ぐ

が
」
（
序
3
オ
）
癖く

せ

を

咎
と
が
め

て
、
己
を
し
ら
ず
と

西
村
遠
里
述 

す
る
の
そ
し
り
を
な
さ
ば
、
そ
れ
も
ま
た
其
人
の
、
癖く

せ

な
ら
ま
し
と
爾
云
。 

 

明
和
九
壬
辰
歳
仲
呂 

 

岡
本
隠
龍
川
」
（
序
3
ウ
） 

 

■
目
録 

居
行
子
巻
之
一 

目
録 

人に
ん

相さ
う

の
弁べ

ん 

天て
ん

狗ぐ

の
弁べ

ん 

艶や
さ

こ
と
葉ば 

易ゑ
き

学が
く

之の

弁べ
ん 

仙せ
ん

人に
ん

の
弁べ

ん

」
（
目
1
オ
）
（
空
白
）
」
（
目
1
ウ
） 

 

■
本
文 

居
行
子
巻
之
一 

人に
ん

相さ
う

の
弁べ

ん 

人に
ん

相さ
う

を
見
る
事こ

と

、
衆し

う

人じ
ん

の
よ
ろ
こ
び
信し

ん

ず
る
も
の
に
て
、
貴き

賤せ
ん

雅が

俗ぞ
く

都す
べ

て
た
の

み
よ
ろ
こ
ん
で
、
近き

ん

世せ
い

別べ
つ

而し
て

は
や
り
、
何な

に

某が
し

こ
そ

郭
く
は
く

西さ
い

翁わ
う

の
弟で

子し

、
誰た

れ

そ
れ
は

何な
に

人び
と

の
門も

ん

人じ
ん

、

某
そ
れ
が
し

こ
そ
た
れ
の
弟で

子し

な
ど
、
方ほ

う

々〴
〵

に
相さ

う

学が
く

を
唱と

な

ふ
る
人
多を

ゝ

く
、

歴れ
き

々〳
〵

の
儒じ

ゆ

先せ
ん

生せ
い

に
さ
へ
相さ

う

人に
ん

の
弟で

子し

な
る
人
あ
り
。
又ま

た

自じ

己こ

に
神し

ん

相さ
う

全ぜ
ん

篇ぺ
ん

・
柳り

う

荘そ
う

相さ
う

法ほ
う

等と
う

の
書し

よ

に
よ
り
て
、
其そ

の

学が
く

を
修し

ゆ

し
、
往わ

う

古ご

・

将
し
や
う

来ら
い

の
禍く

は

福ふ
く

を
か
た
る
人
あ

り
。

甚
は
な
は
だ

し
く
信し

ん

ず
る
も
の
は
、
今こ

ん

日に
ち

の
生せ

い

産さ
ん

の
事こ

と

、
毎ま

い

日に
ち

の
吉き

つ

凶け
う

に
い
た
る
ま

で
、
親を

や

か
主し

ゆ

君く
ん

に
も
の
を

尋
た
づ
ね

問と
ふ

や
う
に
し
て
、

怙
た
の
み

恃
た
の
む

人
あ
り
。
こ
れ
ら
の
人

は
相さ

う

家か

の
大だ

い

事じ

の
御を

客
き
や
く

」
（
1
オ
）
ぞ
か
し
。 

人に
ん

相さ
う

の
占せ

ん

、
和わ

漢か
ん

と
も
に
其そ

の

た
め
し
お
ほ
く
、
其そ

の

起を
こ

る
事こ

と

、
周し

う

服ふ
く

・
許き

よ

負ふ

に
は

じ
ま
り
、
唐と

う

挙き
よ

・
天て

ん

綱こ
う

な
ん
ど
い
へ
る
も
の
も
、
皆み

な

相さ
う

者し
や

の
名な

あ
り
。

尤
も
つ
と
も

漢か
ん

の

世よ

に

盛
さ
か
ん

に
て
、
呂り

よ

公こ
う

が
高か

う

祖そ

を
相さ

う

し
、
一い

ち

老ら
う

夫ふ

呂り
よ

后こ
う

・
孝か

う

恵け
い

等ら

を
相さ

う

し
、
又ま

た

相さ
う

者じ
や

韋い

賢け
ん

を
相さ

う

し
、
我わ

が

朝て
う

に
て
も
、
高こ

麗ま

の

使
つ
か
ひ

清き
よ

友と
も

を
相さ

う

せ
し
類る

い

を
以も

つ

て
、
相さ

う

者し
や

の
手て

本ほ
ん

と
す
る
こ
と
な
り
。 

然し
か

れ
ど
も
、
此こ

の

や
う
す
、
今い

ま

世せ

人じ
ん

の
信し

ん

じ
、
相さ

う

人に
ん

の
も
つ
ぱ
ら
い
ふ

趣
を
も
む
き

に
は

あ
ら
ず
。
其そ

の

身み

一い
ち

代だ
い

の
貴き

賤せ
ん

を
相さ

う

す
る
は
、
相さ

う

学が
く

に
お
ゐ
て

尤
も
つ
と
も

至し

極ご
く

な
り
。
相さ

う

学が
く

を
せ
ざ
る
人
も
、
大た

い

抵て
い

は
こ
れ
を
し
る
。
今い

ま

の
世せ

上
じ
や
う

に
、
家か

事じ

の
毎ま

い

日に
ち

を
相さ

う

者し
や

に
憑た

の

み
、
医い

者し
や

に

療
り
や
う

治ぢ

を
た
の
む
や
う
に
す
る
と
は

大
お
ほ
ひ

な
る
違ち

が

ひ
な
り
。 

扨さ
て

又ま
た

相さ
う

学が
く

を
信し

ん

ぜ
ざ
る

輩
と
も
が
ら

は
、
人
は
天て

ん

地ち

の
気き

を
う
け
、
陰い

ん

陽よ
う

の
妙め

う

合が
う

に
よ

つ
て

生
し
や
う

ず
る
も
の
な
れ
ば
、

形
か
た
ち

の
」
（
1
ウ
）
醜し

う

猥
く
は
い

た
る
人
に
も
有ゆ

う

徳と
く

な
る

人
あ
り
。
形

か
た
ち

の
美び

妍け
ん

な
る
人
に
も
不ふ

徳と
く

の
人
あ
り
。
先ま

づ

さ
し
あ
た
り
て
い
は
ゞ
、

舜
し
ゆ
ん

も

眼
ま
な
こ

に

重
ち
や
う

瞳ど
う

あ
り
。
楚そ

の
頂か

う

羽う

も
又ま

た

重
ち
や
う

瞳ど
う

あ
り
。
斉せ

い

の
晏あ

ん

子し

は
其そ

の

長た
け

五

尺
し
や
く

に
み
た
ざ
れ
ど
も
、
斉せ

い

の
賢け

ん

相
し
や
う

た
り
。
其そ

の

御ぎ
よ

者し
や

は
人
な
み
の

男
を
と
こ

な
り
。
此こ

の
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西
村
遠
里
述 

す
る
の
そ
し
り
を
な
さ
ば
、
そ
れ
も
ま
た
其
人
の
、
癖く

せ

な
ら
ま
し
と
爾
云
。 

 

明
和
九
壬
辰
歳
仲
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岡
本
隠
龍
川
」
（
序
3
ウ
） 

 

■
目
録 

居
行
子
巻
之
一 

目
録 

人に
ん

相さ
う

の
弁べ

ん 

天て
ん

狗ぐ

の
弁べ

ん 

艶や
さ

こ
と
葉ば 

易ゑ
き

学が
く

之の

弁べ
ん 

仙せ
ん

人に
ん

の
弁べ

ん

」
（
目
1
オ
）
（
空
白
）
」
（
目
1
ウ
） 

 

■
本
文 

居
行
子
巻
之
一 

人に
ん

相さ
う

の
弁べ

ん 

人に
ん

相さ
う

を
見
る
事こ

と

、
衆し

う

人じ
ん

の
よ
ろ
こ
び
信し

ん

ず
る
も
の
に
て
、
貴き

賤せ
ん

雅が

俗ぞ
く

都す
べ

て
た
の

み
よ
ろ
こ
ん
で
、
近き

ん

世せ
い

別べ
つ

而し
て

は
や
り
、
何な

に

某が
し

こ
そ

郭
く
は
く

西さ
い

翁わ
う

の
弟で

子し

、
誰た

れ

そ
れ
は

何な
に

人び
と

の
門も

ん

人じ
ん

、

某
そ
れ
が
し

こ
そ
た
れ
の
弟で

子し

な
ど
、
方ほ

う

々〴
〵

に
相さ

う

学が
く

を
唱と

な

ふ
る
人
多を

ゝ

く
、

歴れ
き

々〳
〵

の
儒じ

ゆ

先せ
ん

生せ
い

に
さ
へ
相さ

う

人に
ん

の
弟で

子し

な
る
人
あ
り
。
又ま

た

自じ

己こ

に
神し

ん

相さ
う

全ぜ
ん

篇ぺ
ん

・
柳り

う

荘そ
う

相さ
う

法ほ
う

等と
う

の
書し

よ

に
よ
り
て
、
其そ

の

学が
く

を
修し

ゆ

し
、
往わ

う

古ご

・

将
し
や
う

来ら
い

の
禍く

は

福ふ
く

を
か
た
る
人
あ

り
。

甚
は
な
は
だ

し
く
信し

ん

ず
る
も
の
は
、
今こ

ん

日に
ち

の
生せ

い

産さ
ん

の
事こ

と

、
毎ま

い

日に
ち

の
吉き

つ

凶け
う

に
い
た
る
ま

で
、
親を

や

か
主し

ゆ

君く
ん

に
も
の
を

尋
た
づ
ね

問と
ふ

や
う
に
し
て
、

怙
た
の
み

恃
た
の
む

人
あ
り
。
こ
れ
ら
の
人

は
相さ

う

家か

の
大だ

い

事じ

の
御を

客
き
や
く

」
（
1
オ
）
ぞ
か
し
。 

人に
ん

相さ
う

の
占せ

ん

、
和わ

漢か
ん

と
も
に
其そ

の

た
め
し
お
ほ
く
、
其そ

の

起を
こ

る
事こ

と

、
周し

う

服ふ
く

・
許き

よ

負ふ

に
は

じ
ま
り
、
唐と

う

挙き
よ

・
天て

ん

綱こ
う

な
ん
ど
い
へ
る
も
の
も
、
皆み

な

相さ
う

者し
や

の
名な

あ
り
。

尤
も
つ
と
も

漢か
ん

の

世よ

に

盛
さ
か
ん

に
て
、
呂り

よ

公こ
う

が
高か

う

祖そ

を
相さ

う

し
、
一い

ち

老ら
う

夫ふ

呂り
よ

后こ
う

・
孝か

う

恵け
い

等ら

を
相さ

う

し
、
又ま

た

相さ
う

者じ
や

韋い

賢け
ん

を
相さ

う

し
、
我わ

が

朝て
う

に
て
も
、
高こ

麗ま

の

使
つ
か
ひ

清き
よ

友と
も

を
相さ

う

せ
し
類る

い

を
以も

つ

て
、
相さ

う

者し
や

の
手て

本ほ
ん

と
す
る
こ
と
な
り
。 

然し
か

れ
ど
も
、
此こ

の

や
う
す
、
今い

ま

世せ

人じ
ん

の
信し

ん

じ
、
相さ

う

人に
ん

の
も
つ
ぱ
ら
い
ふ

趣
を
も
む
き

に
は

あ
ら
ず
。
其そ

の

身み

一い
ち

代だ
い

の
貴き

賤せ
ん

を
相さ

う

す
る
は
、
相さ

う

学が
く

に
お
ゐ
て

尤
も
つ
と
も

至し

極ご
く

な
り
。
相さ

う

学が
く

を
せ
ざ
る
人
も
、
大た

い

抵て
い

は
こ
れ
を
し
る
。
今い

ま

の
世せ

上
じ
や
う

に
、
家か

事じ

の
毎ま

い

日に
ち

を
相さ

う

者し
や

に
憑た

の

み
、
医い

者し
や

に

療
り
や
う

治ぢ

を
た
の
む
や
う
に
す
る
と
は

大
お
ほ
ひ

な
る
違ち

が

ひ
な
り
。 

扨さ
て

又ま
た

相さ
う

学が
く

を
信し

ん

ぜ
ざ
る

輩
と
も
が
ら

は
、
人
は
天て

ん

地ち

の
気き

を
う
け
、
陰い

ん

陽よ
う

の
妙め

う

合が
う

に
よ

つ
て

生
し
や
う

ず
る
も
の
な
れ
ば
、

形
か
た
ち

の
」
（
1
ウ
）
醜し

う

猥
く
は
い

た
る
人
に
も
有ゆ

う

徳と
く

な
る

人
あ
り
。
形

か
た
ち

の
美び

妍け
ん

な
る
人
に
も
不ふ

徳と
く

の
人
あ
り
。
先ま

づ

さ
し
あ
た
り
て
い
は
ゞ
、

舜
し
ゆ
ん

も

眼
ま
な
こ

に

重
ち
や
う

瞳ど
う

あ
り
。
楚そ

の
頂か

う

羽う

も
又ま

た

重
ち
や
う

瞳ど
う

あ
り
。
斉せ

い

の
晏あ

ん

子し

は
其そ

の

長た
け

五

尺
し
や
く

に
み
た
ざ
れ
ど
も
、
斉せ

い

の
賢け

ん

相
し
や
う

た
り
。
其そ

の

御ぎ
よ

者し
や

は
人
な
み
の

男
を
と
こ

な
り
。
此こ

の

－25－



類
た
ぐ
ひ

、
代だ

い

々〴
〵

の
歴れ

き

史し

に
和わ

漢か
ん

お
ほ
き
事こ

と

な
り
と
て
、
相さ

う

者し
や

の

占
う
ら
な
ひ

不ふ

合が
う

の
こ
と
を

挙あ
げ

て
こ
れ
を
そ
し
る
。
徒つ

れ

然〴
〵

草ぐ
さ

に
兼け

ん

好か
う

が
書か

き

し
、

秦

は
だ
（
マ
マ
）

の
重し

げ

躬み

が
下し

も

野つ
け

の
入に

う

道ど
う

信し
ん

願
ぐ
は
ん

落ら
く

馬ば

の
相さ

う

あ
り
と
い
ひ
し
は
、
信し

ん

願
ぐ
は
ん

好
こ
の
ん

で
桃も

ゝ

尻じ
り

の
馬む

ま

に
乗の

り

し
ゆ
へ
な
り

と
い
ふ
を
、
此こ

れ

等ら

こ
そ

実
ま
こ
と

の
相さ

う

者し
や

な
ど
い
ひ
、
ま
た
は
非ひ

相
さ
う
の

篇へ
ん

な
ど
を

著
あ
ら
は

す
。

皆み
な

こ
れ
相さ

う

者し
や

の

占

て
（
マ
マ
）
ん

不ふ

合が
う

の
事
を
そ
し
る
な
り
。 

愚ぐ

が
お
も
ふ

所
と
こ
ろ

は
し
か
ら
ず
。
相さ

う

者し
や

の
占せ

ん

百
ひ
や
く

発は
つ

百
ひ
や
く

中ち
う

に
し
て
、
今こ

ん

日に
ち

の
時じ

務む

に
そ
の
益え

き

な
し
と
お
も
ふ
の
み
。
愚ぐ

つ
ら
〳
〵
相さ

う

学が
く

の
」
（
2
オ
）
書し

よ

を
見
る

に
、
人
は

小
し
や
う

天て
ん

地ち

な
る
も
の
ゆ
へ
に
や
。
天て

ん

文も
ん

占せ
ん

に
、
日じ

つ

月げ
つ

五ご

星せ
い

の
七し

ち

曜よ
う

、
紫し

微び

・
天て

ん

市し

の
三さ

ん

垣え
ん

、
二
十
八
舎し

や

、
衆

し
ゆ
う

星せ
い

を
以も

て
、
皇

く
は
う

帝て
い

・
三さ

ん

公か
う

・

百
ひ
や
く

司し

・

百
ひ
や
く

官
く
は
ん

・
寝し

ん

宮き
う

・
朝て

う

庭て
い

・
明め

い

堂だ
う

・
倉さ

う

廩り
ん

・
府ふ

庫こ

・
苑え

ん

園ゑ
ん

・
田で

ん

畠ば
く

等と
う

、
其そ

の

外ほ
か

諸し
よ

物ぶ
つ

に
配は

い

当た
う

し
て
、
其そ

の

星ほ
し

の
変へ

ん

を
以も

つ

て
、
各

を
の
〳
〵

其そ
の

吉き
つ

凶
き
や
う

を
占せ

ん

す
る
が
ご
と
く
、
人
の
面め

ん

部ぶ

、

手し
ゆ

裏り

の
文も

ん

、
及を

よ

び
血け

つ

色
し
よ
く

等と
う

を
、
そ
れ
〳
〵
に
配は

い

当と
う

し
、
其そ

の

変へ
ん

を
以も

て
、
吉き

つ

凶
き
や
う

禍く
は

福ふ
く

を
占せ

ん

す
。 

た
と
へ
ば

両
り
や
う

眼が
ん

を
日じ

つ

月げ
つ

と
し
、
左さ

耳じ

を
木も

く

星せ
い

と
し
、
右ゆ

う

耳じ

を
金き

ん

星せ
い

、
額が

く

上
じ
や
う

を

火く
は

星せ
い

、
口く

ち

を
水す

い

星せ
い

、
鼻は

な

を
土ど

星せ
い

と
し
、
又ま

た

鼻は
な

を
中ち

う

岳が
く

と
し
、
左さ

右ゆ
う

の
頬ほ

う

骨ぼ
ね

を
東と

う

岳が
く

・

西せ
い

岳が
く

と
し
、
額

ひ
た
い

と

頤
を
と
が
い

を
南な

ん

岳が
く

・
北ほ

く

岳が
く

と
し
、
口く

ち

を
大だ

い

海か
い

と
す
。
掌て

の

文す
じ

も
又ま

た

乾け
ん

・

兌だ

・
離り

・
震し

ん

・
巽そ

ん

・
坎か

ん

・
艮ご

ん

・
坤こ

ん

の
八は

つ

卦け

の
方ほ

う

位い

を
建た

て

、
父ふ

母ぼ

・
妻さ

い

子し

・
居き

よ

宅た
く

・

家か

産さ
ん

の

属
た
ぐ
ひ

を
」
（
2
ウ
）
配は

い

当と
う

し
、
眼め

・
鼻は

な

・
耳み

ゝ

・
口く

ち

・
眉ま

ゆ

を
五ご

官
く
は
ん

と
建た

て

、
天て

ん

中ち
う

を
初し

よ

年ね
ん

と
し
、
天て

ん

庭て
い

・
司し

空こ
う

・
中ち

う

正せ
い

・
印い

ん

堂ど
う

と
段だ

ん

々〴
〵

流り
う

年ね
ん

を
建た

て

、
血け

つ

色
し
よ
く

も
紅か

う

色
し
よ
く

を
吉き

つ

と
し
、
赤

あ
か
き

は
あ
し
く
、
白

し
ろ
き

を
喪さ

う

、
或

あ
る
ひ

は

憂
う
れ
へ

と
し
、

紫
む
ら
さ
き

は
凶け

う

、
青

し
や
う

・

黄わ
う

・
黒こ

く

、

各
を
の
〳
〵

右み
ぎ

の
意い

味み

を
以も

つ

て
、
五ご

行
ぎ
や
う

及を
よ

び
吉き

つ

凶け
う

禍く
は

福ふ
く

に
配は

い

し
置を

き

、
其そ

の

変へ
ん

を

以も
つ

て
占せ

ん

し
た
る
も
の
な
れ
ば
、
其そ

の

道み
ち

執し
ゆ

行
ぎ
や
う

の
功か

う

つ
も
り
し
人
な
ら
ば
、
邵せ

う

子し

・

京け
い

房ぼ
う

な
ど
の
易ゑ

き

、
梓し

慎し
ん

・
裨ひ

竈そ
う

が
天て

ん

文も
ん

占せ
ん

の
ご
と
く
、

掌
た
な
ご
ゝ
ろ

を
さ
す
が
ご
と
く

な
ら
ん
か
。
道だ

う

理り

ぜ
め
に
し
て
こ
し
ら
へ
置を

き

た
る
も
の
ゆ
へ
、
こ
れ
を
罔な

み

す
る
も

誤
あ
や
ま
り

な
ら
ん
。 

然
し
か
れ

共
（
ど
も
）

、
こ
れ
を
信し

ん

じ
て

怙
た
の
み

と
す
る
も
し
か
る
べ
か
ら
ず
。
た
と
へ
名な

に
き

こ
え
し
相さ

う

者し
や

な
り
と
も
、
其そ

の

占せ
ん

を
以も

て
今こ

ん

日に
ち

の
産さ

ん

業
ぎ
や
う

も
つ
と
め
ら
れ
ま
じ
。
君く

ん

臣し
ん

・
父ふ

子し

・
夫ふ

う

婦ふ

・
兄け

い

弟て
い

・
朋ほ

う

友ゆ
う

の

間
あ
い
だ

が
ら
も
、
い
ろ
〳
〵
の
さ
し
つ
か
へ
あ
り

て
、
相さ

う

者し
や

の
占せ

ん

の
」（
3
オ
）
通

と
を
り

に
も
な
ら
ぬ
も
の
な
り
。
強し

い

て
其そ

の

通
と
を
り

に
せ
ば
、

人に
ん

情
じ
や
う

そ
む
け
て
気き

ち
が
ひ
の
や
う
に
あ
る
べ
し
。
た
と
へ
列れ

つ

子し

に
あ
る
ほ
ど
の

上
じ
や
う

手ず

な
る
相さ

う

人に
ん

あ
り
て
、
人
を
相さ

う

し
て
来ら

い

年ね
ん

は
死し

す
べ
し
と
い
は
ん
に
、
其そ

の

人ひ
と

今
年

こ

と

し

い
ま
だ
平へ

い

常ぜ
い

の
ご
と
く
、
格か

く

別べ
つ

の

疾
や
ま
ひ

も
な
く
、
食

し
よ
く

事じ

も
相さ

う

応わ
う

に
喰く

い

、
歩ほ

行か
う

も
不ふ

自
じ
ゆ
う

由
な
く
つ
と
め
居い

ば
、

俄
に
は
か

に
来ら

い

年ね
ん

の
死し

に

覚か
く

悟ご

な
り
と
て
、
其そ

の

身み

の

備
そ
な
へ

を
今
年

こ

と

し

切ぎ
り

の
や
う
に
な
さ
ば
、
人
々

狂
き
や
う

気き

の
や
う
に
思
ひ
、
さ
し
つ
か
へ
さ
は
り

が
ち
な
る
べ
け
れ
ば
、
来ら

い

年ね
ん

死し

す
べ
し
と
聞き

ゝ

て
も
、
吾わ

が

身み

分ぶ
ん

の
な
す
べ
き
業わ

ざ

の
道ど

う

理り

の
よ
き
こ
と
な
ら
で
は
、
し
ら
れ
ま
じ
き
こ
と
な
り
。
又ま

た

相さ
う

人に
ん

、
来ら

い

年ね
ん

は
立り

つ

身し
ん

出
し
ゆ
つ

世せ

あ
り
て
、
分ぶ

ん

限げ
ん

甚
は
な
は
だ

富ふ

有ゆ
う

に
成な

る

べ
し
と
い
ふ
と
て
も
、
俄

に
は
か

に
今
年

こ

と

し

よ
り
何な

に

角か

を
買か

い

立た
て

、
今い

ま

の
身み

分ぶ
ん

よ
り

奢
を
ご
り

が
ま
し
き
事こ

と

を
、
見
へ
た
あ
て
ど
も
な
し
に
」

（
3
ウ
）
し
も
な
る
ま
じ
。 

よ
し
と
い
は
れ
て
も
、
あ
し
ゝ
と
い
わ
れ
て
も
、
今こ

ん

日に
ち

な
す
べ
き
わ
ざ
を
大た

い

切せ
つ

に
、
人に

ん

事じ

を
尽つ

く

し
て
な
す
よ
り
外ほ

か

は
な
し
。
相さ

う

者し
や

の
い
ふ
と
こ
ろ
は
、
た
ゞ

心
こ
ゝ
ろ

に

こ
め
て
、
ひ
と
り
の
覚か

く

悟ご

よ
り
外ほ

か

、
今こ

ん

日に
ち

の
時じ

務む

に
は
も
ち
ひ
が
た
し
。
心

こ
ゝ
ろ

ひ
と

つ
の
覚か

く

悟ご

は
相さ

う

人に
ん

の
占せ

ん

を
き
か
ず
と
も
、
常つ

ね

な
き
は
浮う

き

世よ

の
な
ら
ひ
。
人に

ん

間げ
ん

万ば
ん

事じ

塞さ
い

翁わ
う

が
馬む

ま

。
今
年

こ

と

し

の
吉き

ち

事じ

、
来ら

い

年ね
ん

の
凶け

う

事じ

と
な
る
べ
き
や
。
今こ

ん

日に
ち

の

禍
わ
ざ
は
ひ

、
明め

う

日に
ち

の

福
さ
い
わ
ひ

と
な
る
べ
き
や
。
は
か
る
べ
か
ら
ず
。
吉き

つ

凶け
う

禍く
は

福ふ
く

は
さ
て
を
き
ぬ
。
自じ

己こ

の

命
い
の
ち

さ
へ
今こ

ん

夕せ
き

の

生
し
や
う

死じ

知し
る

べ
か
ら
ず
。
常つ

ね

々〴
〵

其そ
の

覚か
く

悟ご

し
て
、
何な

ん

時ど
き

死し

期ご

に
の
ぞ

む
と
も
、
不ふ

覚か
く

こ
れ
な
き
や
う
に
す
べ
き
は
、
人じ

ん

身し
ん

の
本ほ

ん

意い

な
り
。 

惣さ
う

じ
て
、
天て

ん

地ち

の
道み

ち

、
治ち

き
は
ま
れ
ば
乱ら

ん

に
入い

り

、
乱ら

ん

き
は
ま
れ
ば
治ち

に
入い

る

。
月つ

き

の
盈え

い

虚き
よ

の
」
（
4
オ
）
ご
と
く
、
盛せ

い

衰す
い

禍く
は

福ふ
く

か
は
る
〳
〵
お
こ
な
は
れ
、

将
し
や
う

来ら
い

一い
つ

寸す
ん

の
さ
き
も
し
れ
ぬ
は
づ
と

心
こ
ゝ
ろ

得へ

、
正

し
や
う

道だ
う

を
ま
も
り
、
人じ

ん

事じ

を
尽つ

く

し
つ
と
む

る
う
へ
は
、
天て

ん

の
な
す

禍
わ
ざ
は
ひ

は
う
く
べ
き
事こ

と

な
り
と
お
も
は
ゞ
、
相さ

う

者し
や

将
し
や
う

来ら
い

の

占せ
ん

を
き
ゝ
て
も
、
何な

ん

の
益え

き

な
き
事こ

と

な
り
と
お
も
ふ
の
み
。
相さ

う

者し
や

の
合が

う

不ふ

合が
う

を

譭
そ
し
る

は
、
無む

理り

な
り
。 

人に
ん

相さ
う

学が
く

に
か
ぎ
ら
ず
、
将

し
や
う

来ら
い

を
し
る
こ
と
は
、
天て

ん

文も
ん

占せ
ん

・
墨ぼ

く

色
し
よ
く

占せ
ん

・
易ゑ

き

占せ
ん

等と
う

、

い
づ
れ
も
道ど

う

理り

を
せ
め
て
、
こ
し
ら
へ
置を

き

た
る
物も

の

な
れ
ば
、
合が

う

も
あ
り
不ふ

合が
う

も
あ

り
。
十
が
十
な
が
ら
あ
は
ぬ
と
て

叱
し
か
る

も
、
そ
の
道ど

う

理り

に
通つ

う

ぜ
ぬ
と
い
ふ
も
の
な
り
。

類る
い

は
似に

た
れ
ど
も
異い

同ど
う

あ
り
。
人に

ん

相さ
う

と
墨す

み

色い
ろ

は
自じ

己こ

一い
つ

身し
ん

の
占せ

ん

な
れ
ば
、
事こ

と

小
ち
い
さ

し
。
天て

ん

文も
ん

は
和わ

漢か
ん

と
も
其そ

の

国く
に

天て
ん

下か

へ
対た

い

し
て
の
事こ

と

な
れ
ば
、
事こ

と

大
を
ゝ
い

に
し
て
、
一い

つ

己こ

の
占せ

ん

に
は
」（
4
ウ
）
も
ち
ひ
ら
れ
ず
。
相さ

う

法ほ
う

は
天て

ん

文も
ん

を
一い

つ

己こ

へ
引ひ

き

を
ろ
し
つ
ゞ

め
た
る
や
う
な
も
の
な
り
。
易ゑ

き

占せ
ん

は

疑
う
た
が

ひ
を
決け

つ

す
る
も
の
な
れ
ば
、
天て

ん

文も
ん

・
人に

ん

相さ
う

・
墨す

み

色い
ろ

等と
う

と
は

少
す
こ
し

お
な
じ
か
ら
ざ
る
な
り
。
易ゑ

き

学が
く

の
説せ

つ

の

処
と
こ
ろ

に
委く

は

し
く
弁べ

ん

ず
。

故
か
る
が
ゆ
へ

に
、
今い

ま

こ
ゝ
に
の
せ
ず
。 

惣さ
う

じ
て
、

将
し
や
う

来ら
い

を
は
か
る
占せ

ん

法ぽ
う

と
て
も
、
皆み

な

人じ
ん

意い

の
作さ

く

為い

な
れ
ば
、
万ば

ん

物ぶ
つ

の

な
り
は
じ
ま
り
し
よ
り
の
、
道ど

う

理り

を
お
も
ひ

合
あ
は
せ

て
み
れ
ば
、
拘か

う

泥で
い

す
べ
き
事こ

と

に

あ
ら
ざ
る
は
、
弁べ

ん

ず
る
に
お
よ
ば
ざ
る
事こ

と

な
り
。 

然し
か

れ
ど
も
、
宇う

宙ち
う

に
有あ

る

ほ
ど
の
物も

の

は
、
皆み

な

何な
に

を
か
悪に

く

み
、
何な

に

を
か
す
て
ん
。
悪あ

く

人に
ん

あ
れ
ば
こ
そ
善ぜ

ん

人に
ん

も
あ
れ
。
国こ

つ

家か

昏こ
ん

乱ら
ん

し
て
忠ち

う

臣し
ん

あ
り
。
そ
し
り
に
く
む
も
気き

の
せ
ば
き
事こ

と

な
り
。
と
か
く

将
し
や
う

来ら
い

を
知し

り

て
も
そ
の
益え

き

な
し
。
相さ

う

学が
く

は
理り

を
せ
め

て

上
じ
や
う

手ず

な
れ
ば
、
往わ

う

古ご

・

将
し
や
う

来ら
い

共と
も

」
（
5
オ
）
に
合あ

ふ

も
の
と
こ
ゝ
ろ
へ
て
し
か

る
べ
き
の
み
。 

 

天て
ん

狗ぐ

の
弁べ

ん 

世よ
の

人ひ
と

皆み
な

い
ふ
、
京け

い

師し

に
て
も
、
愛
宕

あ

た

ご

・
鞍く

ら

馬ま

・
比ひ

叡え

、
い
づ
れ
も
天て

ん

狗ぐ

あ
り
て
、

山さ
ん

上
じ
や
う

す
る
に
身み

を
き
よ
ふ
せ
ざ
れ
ば
、
た
ゝ
り
を
な
す
と
。
其そ

の

外ほ
か

大を
ゝ

峰み
ね

・
金こ

ん

比ぴ

羅ら

・
高か

う

野や

・
白は

く

山さ
ん

・
羽は

黒ぐ
ろ

等と
う

、
諸し

よ

国こ
く

の
高か

う

山ざ
ん

峻
し
ゆ
ん

嶺れ
い

、
い
づ
れ
も
天て

ん

狗ぐ

を
い
は
ず

と
い
ふ
事こ

と

な
し
。
国く

に

々〴
〵

の
天て

ん

狗ぐ

、

各
を
の
〳
〵

そ
れ
〳
〵
の
名な

あ
り
。

或
あ
る
ひ

は
次じ

郎ら
う

坊ぼ
う

・

太た

郎ら
う

坊ぼ
う

・
僧さ

う

正
じ
や
う

坊ぼ
う

・
日に

ち

輪り
ん

坊ぼ
う

、
又ま

た

は
い
づ
な
の
三
郎
・
霧き

り

太
郎
・
白し

ろ

峰み
ね

太
郎
な

ん
ど
い
ふ
。

源
み
な
も
と

の
義よ

し

経つ
ね

の

兵
ひ
や
う

法ほ
う

は
僧さ

う

正
じ
や
う

坊ぼ
う

に
習な

ら

ひ
し
と
て
、
其そ

の

形
か
た
ち

を
画ぐ

は

工こ
う

の
図づ

す
る
を
み
れ
ば
、
頭と

巾き
ん

・
篠す

ゞ

繋か
け

を
か
け
、
太た

刀ち

を
佩は

き

、
小こ

袴
ば
か
ま

を

着
ち
や
く

し
、
鼻は

な

高た
か

く
、
髪か

み

な
し
。
今い

ま

み
る
山や

ま

伏ぶ
し

の
か
た
ち
の
ご
と
し
。
皆み

な

人
お
そ
れ
こ
は
が
る
事こ

と

、
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に
、
人に

ん

事じ

を
尽つ

く

し
て
な
す
よ
り
外ほ

か

は
な
し
。
相さ

う

者し
や

の
い
ふ
と
こ
ろ
は
、
た
ゞ

心
こ
ゝ
ろ

に

こ
め
て
、
ひ
と
り
の
覚か

く

悟ご

よ
り
外ほ

か

、
今こ

ん

日に
ち

の
時じ

務む

に
は
も
ち
ひ
が
た
し
。
心

こ
ゝ
ろ

ひ
と

つ
の
覚か

く

悟ご

は
相さ

う

人に
ん

の
占せ

ん

を
き
か
ず
と
も
、
常つ

ね

な
き
は
浮う

き

世よ

の
な
ら
ひ
。
人に

ん

間げ
ん

万ば
ん

事じ

塞さ
い

翁わ
う

が
馬む

ま

。
今
年

こ

と

し

の
吉き

ち

事じ

、
来ら

い

年ね
ん

の
凶け

う

事じ

と
な
る
べ
き
や
。
今こ

ん

日に
ち

の

禍
わ
ざ
は
ひ

、
明め

う

日に
ち

の

福
さ
い
わ
ひ

と
な
る
べ
き
や
。
は
か
る
べ
か
ら
ず
。
吉き

つ

凶け
う

禍く
は

福ふ
く

は
さ
て
を
き
ぬ
。
自じ

己こ

の

命
い
の
ち

さ
へ
今こ

ん

夕せ
き

の

生
し
や
う

死じ

知し
る

べ
か
ら
ず
。
常つ

ね

々〴
〵

其そ
の

覚か
く

悟ご

し
て
、
何な

ん

時ど
き

死し

期ご

に
の
ぞ

む
と
も
、
不ふ

覚か
く

こ
れ
な
き
や
う
に
す
べ
き
は
、
人じ

ん

身し
ん

の
本ほ

ん

意い

な
り
。 

惣さ
う

じ
て
、
天て

ん

地ち

の
道み

ち

、
治ち

き
は
ま
れ
ば
乱ら

ん

に
入い

り

、
乱ら

ん

き
は
ま
れ
ば
治ち

に
入い

る

。
月つ

き

の
盈え

い

虚き
よ

の
」
（
4
オ
）
ご
と
く
、
盛せ

い

衰す
い

禍く
は

福ふ
く

か
は
る
〳
〵
お
こ
な
は
れ
、
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や
う

来ら
い
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つ
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ん
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さ
き
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し
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は
づ
と
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こ
ゝ
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、
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し
や
う

道だ
う

を
ま
も
り
、
人じ

ん

事じ

を
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く

し
つ
と
む

る
う
へ
は
、
天て

ん

の
な
す

禍
わ
ざ
は
ひ

は
う
く
べ
き
事こ

と

な
り
と
お
も
は
ゞ
、
相さ

う

者し
や

将
し
や
う

来ら
い

の

占せ
ん

を
き
ゝ
て
も
、
何な

ん

の
益え

き

な
き
事こ

と

な
り
と
お
も
ふ
の
み
。
相さ

う

者し
や

の
合が

う

不ふ

合が
う

を

譭
そ
し
る

は
、
無む

理り

な
り
。 

人に
ん

相さ
う

学が
く

に
か
ぎ
ら
ず
、
将

し
や
う

来ら
い

を
し
る
こ
と
は
、
天て

ん

文も
ん

占せ
ん

・
墨ぼ

く

色
し
よ
く

占せ
ん

・
易ゑ

き

占せ
ん

等と
う

、

い
づ
れ
も
道ど

う

理り

を
せ
め
て
、
こ
し
ら
へ
置を

き

た
る
物も

の

な
れ
ば
、
合が

う

も
あ
り
不ふ

合が
う

も
あ

り
。
十
が
十
な
が
ら
あ
は
ぬ
と
て

叱
し
か
る

も
、
そ
の
道ど

う

理り

に
通つ

う

ぜ
ぬ
と
い
ふ
も
の
な
り
。

類る
い

は
似に

た
れ
ど
も
異い

同ど
う

あ
り
。
人に

ん

相さ
う

と
墨す

み

色い
ろ

は
自じ

己こ

一い
つ
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ん

の
占せ

ん

な
れ
ば
、
事こ

と
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い
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。
天て

ん

文も
ん

は
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漢か
ん

と
も
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の

国く
に

天て
ん
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へ
対た

い

し
て
の
事こ

と

な
れ
ば
、
事こ

と

大
を
ゝ
い

に
し
て
、
一い

つ

己こ

の
占せ

ん

に
は
」（
4
ウ
）
も
ち
ひ
ら
れ
ず
。
相さ

う

法ほ
う

は
天て

ん

文も
ん

を
一い

つ

己こ

へ
引ひ

き

を
ろ
し
つ
ゞ

め
た
る
や
う
な
も
の
な
り
。
易ゑ

き

占せ
ん

は

疑
う
た
が

ひ
を
決け

つ

す
る
も
の
な
れ
ば
、
天て

ん

文も
ん

・
人に

ん

相さ
う

・
墨す

み

色い
ろ

等と
う

と
は

少
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こ
し

お
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か
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ざ
る
な
り
。
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く
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つ

の
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ろ
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は
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弁べ

ん
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。

故
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る
が
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へ

に
、
今い

ま

こ
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に
の
せ
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。 

惣さ
う

じ
て
、

将
し
や
う

来ら
い

を
は
か
る
占せ

ん

法ぽ
う

と
て
も
、
皆み

な

人じ
ん

意い

の
作さ

く

為い

な
れ
ば
、
万ば

ん
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つ

の

な
り
は
じ
ま
り
し
よ
り
の
、
道ど

う

理り

を
お
も
ひ

合
あ
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せ

て
み
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ば
、
拘か

う

泥で
い

す
べ
き
事こ

と

に

あ
ら
ざ
る
は
、
弁べ

ん

ず
る
に
お
よ
ば
ざ
る
事こ

と

な
り
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然し
か

れ
ど
も
、
宇う

宙ち
う

に
有あ

る

ほ
ど
の
物も

の

は
、
皆み

な

何な
に

を
か
悪に

く

み
、
何な

に

を
か
す
て
ん
。
悪あ

く

人に
ん

あ
れ
ば
こ
そ
善ぜ

ん

人に
ん

も
あ
れ
。
国こ

つ

家か

昏こ
ん

乱ら
ん

し
て
忠ち

う

臣し
ん

あ
り
。
そ
し
り
に
く
む
も
気き

の
せ
ば
き
事こ

と

な
り
。
と
か
く

将
し
や
う

来ら
い

を
知し

り

て
も
そ
の
益え

き

な
し
。
相さ

う

学が
く

は
理り

を
せ
め

て

上
じ
や
う

手ず

な
れ
ば
、
往わ

う

古ご

・

将
し
や
う

来ら
い

共と
も

」
（
5
オ
）
に
合あ

ふ

も
の
と
こ
ゝ
ろ
へ
て
し
か

る
べ
き
の
み
。 

 

天て
ん

狗ぐ

の
弁べ

ん 

世よ
の

人ひ
と

皆み
な

い
ふ
、
京け

い

師し

に
て
も
、
愛
宕

あ

た

ご

・
鞍く

ら

馬ま

・
比ひ

叡え

、
い
づ
れ
も
天て

ん

狗ぐ

あ
り
て
、

山さ
ん

上
じ
や
う

す
る
に
身み

を
き
よ
ふ
せ
ざ
れ
ば
、
た
ゝ
り
を
な
す
と
。
其そ

の

外ほ
か

大を
ゝ

峰み
ね

・
金こ

ん

比ぴ

羅ら

・
高か

う

野や

・
白は

く

山さ
ん

・
羽は

黒ぐ
ろ

等と
う

、
諸し

よ

国こ
く

の
高か

う

山ざ
ん

峻
し
ゆ
ん

嶺れ
い

、
い
づ
れ
も
天て

ん

狗ぐ

を
い
は
ず

と
い
ふ
事こ

と

な
し
。
国く

に

々〴
〵

の
天て

ん

狗ぐ

、

各
を
の
〳
〵

そ
れ
〳
〵
の
名な

あ
り
。

或
あ
る
ひ

は
次じ

郎ら
う

坊ぼ
う

・

太た

郎ら
う

坊ぼ
う

・
僧さ

う

正
じ
や
う

坊ぼ
う

・
日に

ち

輪り
ん

坊ぼ
う

、
又ま

た

は
い
づ
な
の
三
郎
・
霧き

り

太
郎
・
白し

ろ

峰み
ね

太
郎
な

ん
ど
い
ふ
。

源
み
な
も
と

の
義よ

し

経つ
ね

の

兵
ひ
や
う

法ほ
う

は
僧さ

う

正
じ
や
う

坊ぼ
う

に
習な

ら

ひ
し
と
て
、
其そ

の

形
か
た
ち

を
画ぐ

は

工こ
う

の
図づ

す
る
を
み
れ
ば
、
頭と

巾き
ん

・
篠す

ゞ

繋か
け

を
か
け
、
太た

刀ち

を
佩は

き

、
小こ

袴
ば
か
ま

を

着
ち
や
く

し
、
鼻は

な

高た
か

く
、
髪か

み

な
し
。
今い

ま

み
る
山や

ま

伏ぶ
し

の
か
た
ち
の
ご
と
し
。
皆み

な

人
お
そ
れ
こ
は
が
る
事こ

と

、
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い
ふ
」
（
5
ウ
）
ば
か
り
な
し
。 

然し
か

れ
ど
も
、
愚ぐ

こ
れ
を
思
ひ
み
る
に
、
す
ま
ぬ
事こ

と

だ
ら
け
な
り
。
わ
る
口く

ち

に
い

ふ
て
み
れ
ば
、
愛
宕

あ

た

ご

山や
ま

の
太た

郎ら
う

坊ば
う

・
鞍く

ら

馬ま

山や
ま

の
僧そ

う

正
じ
や
う

坊ぼ
う

な
ん
ど
は
、
此こ

の

方ほ
う

共ど
も

と

お
な
じ
く

女
を
な
ご

好ず
き

と
見
へ
た
り
。
女に

よ

人に
ん

の
山さ

ん

上
じ
や
う

に
か
ま
ひ
な
し
。
又ま

た

叡え
い

山ざ
ん

の
次じ

郎ら
う

坊ぼ
う

は

女
を
な
ご

好ず
き

に
依ゑ

怙こ

贔ひ
い

屓き

あ
り
と
み
へ
て
、
手て

前ま
へ

の
近き

ん

所じ
よ

の
八や

瀬せ

・
小を

原は
ら

等と
う

の
柴し

ば

苅か
り

女
は
、
女に

よ

人に
ん

禁き
ん

制ぜ
い

の
山さ

ん

界か
い

を
越こ

へ

て
、

嵿
い
た
ゞ
き

近ち
か

く
登の

ぼ

り
て
も
何な

に

の

咎
と
が
め

も
な
し
。

外ほ
か

よ
り
参ま

い

れ
ば
、
鳰に

ほ

照て
る

姫ひ
め

の
や
う
な
、
う
つ
く
し
い
も
の
で
も
、
震し

ん

動ど
う

雷ら
い

電で
ん

登の
ぼ

り

が
た
き
よ
し
を
勾
欄

し

ば

い

の

雑
き
や
う

劇げ
ん

に
も
つ
く
れ
り
。
其そ

の

余よ

の
山や

ま

々〳
〵

の
天て

ん

狗ぐ

た
ち
は
、

た
し
な
ん
で
、
女に

よ

人に
ん

を
嫌き

ら

ひ
、
冶や

郎ら
う

に
て
も
す
か
る
ゝ
か
。
天て

ん

狗ぐ

あ
り
と
い
ふ
山
々
、

多を
ゝ

く
は
仏ぶ

つ

菩ぼ

薩さ
つ

の
地ち

な
る
に
、

甚
は
な
は
だ

死し

者し
や

・
忌き

服ぶ
く

を
い
み
、
あ
る
ひ
は
男な

ん

女に
よ

の
淫い

ん

楽ら
く

を
忌い

む

。
天て

ん

狗ぐ

は
そ
も
陰い

ん

陽よ
う

の
外ほ

か

に
も
る
ゝ
物も

の

か
。
こ
れ
も
ふ
づ
ま
り
の
一ひ

と

つ
」

（
6
オ
）
な
り
。

各
を
の
〳
〵

そ
の
唱と

な

ふ
る

所
と
こ
ろ

の
名な

は
、
何い

づ

国く

の
誰た

れ

が
子し

孫そ
ん

に
て
、
い

つ
の
時じ

代だ
い

に
天て

ん

狗ぐ

に
成な

り

た
り
と
い
ふ
実じ

つ

録ろ
く

も
な
し
。 

も
と
よ
り
漢か

ん

土ど

・
天て

ん

竺ぢ
く

等と
う

に
は
、
今い

ま

い
ふ
天
狗
と
い
ふ
も
の
は
な
し
。
八は

つ

大だ
い

龍り
う

王わ
う

な
ん
ど
の
や
う
に
、
釈

し
や
く

尊そ
ん

七
千
余よ

巻
く
は
ん

の
中
に
も
聞き

ゝ

及を
よ

ば
ず
。
時じ

珍ち
ん

が
本ほ

ん

草ざ
う

に
、

天て
ん

狗ぐ

と
異い

名
み
や
う

す
る
も
の
あ
れ
共ど

も

、
今い

ま

い
ふ
天て

ん

狗ぐ

に
は
あ
ら
ず
。

獾
み
だ
ぬ
き

の
こ
と
な

り
。
韓か

ん

退た
い

之し

が
汴へ

ん

州し
う

乱ら
ん

の
詩し

に
、
天て

ん

狗ぐ

堕ち
に

レ

地
を
ち
て

声こ
へ

如
ら
い
の

レ

雷
ご
と
し

と
あ
り
。
其そ

の

注ち
う

に
、

天て
ん

狗ぐ

形
か
た
ち

如
い
ぬ
の

レ

犬
ご
と
し

。
又ま

た

山さ
ん

海か
い

経
き
や
う

に
、
天て

ん

門も
ん

山ざ
ん

に
赤せ

き

犬け
ん

あ
り
。
天て

ん

狗ぐ

と
名な

付づ
く

。
其そ

の

光
ひ
か
り

天て
ん

に
と
び
、

流
な
が
れ

て
星ほ

し

と
成な

る

。
長な

が

さ
数す

十

丈
じ
や
う

、
其そ

の

声こ
へ

雷ら
い

の
ご
と
し
と
。
こ
れ

天て
ん

官
ぐ
は
ん

書し
よ

・
天て

ん

文も
ん

志し

・
太た

い

平へ
い

御ぎ
よ

覧ら
ん

・
三さ

ん

才さ
い

図づ

会え

・
管

く
は
ん

窺き

揖し
う

要よ
う

等と
う

に
所
謂

い
は
ゆ
る

天て
ん

狗ぐ

星せ
い

の

事こ
と

な
り
。
日に

つ

本ぽ
ん

に
云い

ふ

、
人に

ん

面め
ん

鳥て
う

獣じ
う

の
こ
と
に
あ
ら
ず
。 

爰こ
ゝ

に
、
于う

宝ほ
う

捜さ
う

神じ
ん

記き

に
、
南な

ん

方ぼ
う

越え
つ

の
地ち

に
鳥と

り

あ
り
。
陰い

ん

山ざ
ん

に
棲す

ん

で
、
樹き

を

穿
う
が
つ

て
」
（
6
ウ
）
巣す

を
作つ

く

る
。
口く

ち

の

大
を
ゝ
き

さ
数す

寸す
ん

。
木き

を
伐き

る

も
の

過
あ
や
ま
つ

て
も
是こ

れ

を

犯
を
か
せ

ば
家い

へ

を
焼や

く

。

形
か
た
ち

鳥と
り

の
ご
と
く
、
其そ

の

名な

を
治ぢ

鳥て
う

と
い
ふ
と
。
是こ

れ

日に
つ

本ぽ
ん

の
天て

ん

狗ぐ

に
似に

た
る
も
の
な
り
。
其そ

の

外ほ
か

み
る

処
と
こ
ろ

な
し
。 

世せ

人じ
ん

天て
ん

狗ぐ

に
付つ

い

て
、
い
ろ
〳
〵
の
奇き

妙め
う

を
い
へ
ど
も
、
実じ

つ

事じ

に
し
か
と
見
た
る

こ
と
も
な
く
、
多を

ゝ

く
は
聞き

ゝ

伝つ
た

へ
・
い
ひ
つ
た
へ
な
り
。
天て

ん

狗ぐ

の
こ
と
を
書か

き

た
る
も

又ま
た

然し
か

り
。
日に

本ほ
ん

紀ぎ

・
三さ

ん

代だ
い

実じ
つ

録ろ
く

等と
う

の
ご
と
き
、
証

し
や
う

拠こ

と
す
べ
き
書し

よ

に
も
あ
ら
ず
。

太た
い

平へ
い

記き

等と
う

の
お
も
し
ろ
く
せ
ん
と
て
、
い
ろ
〳
〵
の
作つ

く

り
事ご

と

を
い
れ
し
書し

よ

物も
つ

、
ま

た
は
な
ぐ
さ
み
に
よ
む
、
よ
み
本ほ

ん

等と
う

の
物も

の

な
ら
で
は
な
し
。
わ
れ
ら
自じ

身し
ん

に
見
た

る
こ
と
な
り
な
ど
、
た
し
か
に
相さ

う

違い

な
き
天て

ん

狗ぐ

ば
な
し
を
す
れ
ど
も
、
今い

ま

京け
い

師し

の

町ま
ち

小か
う

路ぢ

建た
ち

つ
ゞ
き
し

所
と
こ
ろ

の
、
上か

み

の
町て

う

の
こ
と
を
下し

も

の
町て

う

に
て

噂
う
は
さ

す
る
に
さ
へ
、

実じ
つ

事じ

大
お
ほ
ひ

に
相さ

う

違ゐ

す
る
」
（
7
オ
）
事こ

と

お
ほ
し
。 

惣
さ
う
じ

て
、
世せ

上
じ
や
う

の
こ
と
は
、
し
つ
か
り
と
其そ

の

身み

に
あ
づ
か
り
聞き

く

こ
と
な
ら
で
は

し
れ
ぬ
も
の
に
て
、
奇き

妙め
う

不ふ

思し

議ぎ

の
は
な
し
は
猶な

を

更さ
ら

の
こ
と
ぞ
か
し
。
儒じ

ゆ

者し
や

達た
ち

の

大だ
い

事じ

に
か
け
ら
る
ゝ
、
太た

い

史し

公か
う

の
理り

屈く
つ

お
や
ぢ
が
書か

き

の
こ
し
た
史し

記き

で
さ
へ
、
実じ

つ

事じ

な
ら
ぬ
う
そ
多を

ゝ

し
。
日
本
の
物も

の

語
が
た
り

類る
い

は
、
な
を
多を

ゝ

く
は
筆ひ

つ

者し
や

の
作つ

く

り
も
の
に

し
て
、
荘さ

う

子じ

の
寓ぐ

う

言げ
ん

同ど
う

前ぜ
ん

の
こ
と
な
り
。
赤あ

か

染ぞ
め

衛え

門も
ん

が
栄え

い

花ぐ
は

も
の
が
た
り
、

或
あ
る
ひ

は

東
あ
づ
ま

鑑
か
ゞ
み

・
甲か

う

陽や
う

軍ぐ
ん

鑑か
ん

等と
う

の
や
う
な
嘘う

そ

の
な
き
も
の
は
、
お
も
し
ろ
き
奇き

妙め
う

な
こ

と
す
く
な
し
。 

今い
ま

世せ

俗ぞ
く

に
、

浄
じ
や
う

瑠る

理り

本ぼ
ん

の
作さ

く

者し
や

の
趣し

ゆ

向か
う

に
こ
し
ら
へ
し
こ
と
を
、
い
に
し
へ

其そ
の

通
と
を
り

あ
り
し
こ
と
か
と
お
も
ふ
人
多を

ゝ

け
れ
ば
、
奇き

妙め
う

ば
な
し
に
た
ぶ
ら
か
さ

る
ゝ
も

尤
も
つ
と
も

な
れ
ど
も
、
天て

ん

狗ぐ

の

正
し
や
う

体た
い

は
あ
が
め
尊そ

ん

敬け
う

す
べ
き
も
の
に
は
あ
ら

じ
。
畢ひ

つ

竟
き
や
う

、
海か

い

中ち
う

に
海う

み

小こ

僧ぞ
う

・
人に

ん

魚ぎ
よ

等と
う

の
あ
る
ご
と
く
、
深し

ん

山ざ
ん

の
魑ち

魅み

の
、
人

に
似に

」
（
7
ウ
）
た
る

獣
け
も
の

成な
る

べ
し
。

状
か
た
ち

さ
だ
ま
る
べ
か
ら
ず
。
陰い

ん

気き

の
凝こ

り

聚
あ
つ
ま

る
と
こ
ろ
よ
り

生
し
や
う

じ
た
る
物も

の

な
る
ゆ
へ
に
、
陽よ

う

気き

盛
さ
か
ん

の

所
と
こ
ろ

に
天て

ん

狗ぐ

住す
む

と
い
ふ

こ
と
な
し
。 

今い
ま

其そ
の

形
か
た
ち

を
図づ

す
る
に
、
山や

ま

伏ぶ
し

の

姿
す
が
た

に

画
ゑ
が
く

は
、
そ
の
住す

む

と
い
ふ
山や

ま

々〳
〵

、
多を

ゝ

く

は
修し

ゆ

験げ
ん

僧そ
う

の
住ぢ

う

処し
よ

な
れ
ば
、
そ
れ
よ
り
お
も
ひ
よ
り
て
図づ

し
た
る
物も

の

と
見
へ
た
り
。

雷ら
い

を

画
ゑ
が
く

に
其そ

の

声こ
へ

と
光
り
と
に
よ
り
て
、
思
ひ
つ
き
、
連れ

ん

鼓こ

を
背せ

負を
ひ

た
る
鬼を

に

の
ご

と
き
も
の
、
鞭む

ち

を
持も

ち

居い

る

処
と
こ
ろ

を
図づ

す
る
が
ご
と
し
。 

名な

を
よ
ぶ
も
同を

な

じ
、
山
伏ぶ

し

の
縁え

ん

に
よ
り
て
、
太た

郎ら
う

坊ぼ
う

・
次じ

郎ら
う

坊ぼ
う

な
ん
ど
ゝ
、
山

伏ぶ
し

ら
し
き
名な

を
付つ

け

た
り
と
見
へ
た
り
。
鞍く

ら

馬ま

山や
ま

の
僧そ

う

正
じ
や
う

坊ぼ
う

は
か
の
山
に
、
僧そ

う

正
じ
や
う

が
谷た

に

と
い
ふ

所
と
こ
ろ

あ
る
を
以も

つ

て
お
も
ひ
つ
き
た
る
な
る
べ
し
。
こ
ゝ
を
僧そ

う

正
じ
や
う

が
谷た

に

と
い
ふ
は
、
い
に
し
へ
壱い

ち

演え
ん

僧そ
う

正
じ
や
う

慈じ

済さ
い

の
、
法ほ

う

を

行
を
こ
な

ひ
た
ま
ひ
し
と
こ
ろ
な
る
」

（
8
オ
）
ゆ
へ
、
僧そ

う

正
じ
や
う

が
谷た

に

と
い
ふ
な
り
。
さ
も
な
く
し
て
、
大た

い

切せ
つ

な
る
僧さ

う

正
じ
や
う

官
く
は
ん

を
い
つ
の
御み

代よ

に
か
天て

ん

狗ぐ

に
御ご

許ゆ
る

さ
れ
け
ん
。
こ
ゝ
ろ
も
と
な
し
。 

義よ
し

経つ
ね

の

兵
ひ
や
う

法ほ
う

を
な
ら
ひ
し
と
い
ふ
こ
と
は
、

張
ち
や
う

良れ
う

が

圯
し
（
マ
マ
）

上
じ
や
う

の
老ら

う

人じ
ん

に
、

一い
つ

巻
く
は
ん

の
書し

よ

を
得え

て
、
軍ぐ

ん

法ぽ
う

の
奥を

う

義ぎ

を

極
き
は
め

し
と
い
ひ
、
又ま

た

は

楠
く
す
の
き

正ま
さ

成し
げ

が
天て

ん

王わ
う

寺じ

に
て
、
太た

い

子し

の
未み

来ら
い

記き

を
見
る
の
類る

い

に
て
、
是こ

れ

皆
み
（
な
）

衆
し
ゆ
う

人じ
ん

の
帰き

伏ふ
く

す
る

所
と
こ
ろ

を
と

る
の
計け

い

策さ
く

に
て
、
軍ぐ

ん

家か

に
よ
り
〳
〵
有あ

る

事こ
と

な
り
。
義よ

し

経つ
ね

い
ま
だ
牛う

し

若わ
か

丸ま
る

た
り
し
と

き
、
鞍く

ら

馬ま

山さ
ん

に
て
喜き

三さ
ん

太だ

と
い
へ
る

兵
ひ
や
う

術
じ
ゆ
つ

者し
や

に
な
ら
ひ
得え

ら
れ
し
事こ

と

な
り
。 

又ま
た

讃さ
ん

州し
う

の
金こ

ん

比ぴ

羅ら

山さ
ん

は
、
崇し

ゆ

徳と
く

院い
ん

御を
ん

憤
い
き
ど
を
り

の
余あ

ま

り
に
天て

ん

狗ぐ

に
な
ら
せ
ら
れ
し

と
い
ふ
は
、
延ゑ

ん

喜ぎ

の

帝
み
か
ど

は
菅か

ん

丞
し
や
う

相ぜ
う

を
流る

罪ざ
い

さ
せ
ら
れ
し
咎と

が

に
よ
り
、
地ぢ

獄ご
く

に
堕を

ち

た
ま
ひ
し
と
て
、
日に

ち

蔵ざ
う

上
し
や
う

人に
ん

地ぢ

獄ご
く

に
て
、
帝

み
か
ど

に
御ご

対た
い

面め
ん

」
（
8
ウ
）
の
所
を
図づ

せ
る
も
の
あ
る
の
類る

い

に
て
、
勿も

つ

体た
い

な
き
事こ

と

な
り
。
此こ

の

国く
に

に
住す

み

な
が
ら
、
日
本
の
あ

る
じ
を
天て

ん

狗ぐ

に
し
た
て
、

或
あ
る
ひ

は
地ぢ

獄ご
く

へ
お
と
し
て
外ほ

か

の
奇き

妙め
う

を
い
ふ
は
、
愚ぐ

痴ち

朦も
う

昧ま
い

の
も
の
ゝ
い
ふ
所
な
れ
ば
、
い
ふ
に
た
ら
ず
。
天て

ん

子し

た
り
と
い
へ
ど
も
、
黄

く
は
う

泉せ
ん

の
道み

ち

は

衆
し
ゆ
う

人じ
ん

に
か
は
ら
ず
、
も
と
よ
り
肉に

く

身し
ん

の
事こ

と

な
れ
ば
、

憤
い
き
ど
を
り

も
お
な
じ

き
は
い
ふ
も
さ
ら
な
れ
ど
も
、
日に

ち

蔵ざ
う

の
徳と

く

を
い
は
ん
と
て
地ぢ

獄ご
く

へ
お
と
し
、
金こ

ん

比ぴ

羅ら

山さ
ん

を

尊
た
つ
と

く
せ
ん
と
て
天て

ん

狗ぐ

に
な
し
た
る
も
の
な
り
。 

惣さ
う

じ
て
、
高か

う

山ざ
ん

俊
し
ゆ
ん

嶺れ
い

は
大だ

い

海か
い

の
沖を

き

と
を
な
じ
こ
ゝ
ろ
に
て
、
平へ

い

地ち

よ
り

甚
は
な
は
だ

高た
か

け
れ
ば
、
風ふ

う

雨う

・
寒か

ん

暑し
よ

・
燥さ

う

湿し
つ

の
天て

ん

地ち

の
気き

も
平へ

い

地ち

と
は
い
か
ふ
か
は
り
有あ

り

て
、

た
と
へ
ば
箱は

こ

根ね

の

宿
し
ゆ
く

・
愛あ

た

宕ご

の
坊ぼ

う

に
な
ど
泊と

ま

れ
ば
、
六
月
大た

い

暑し
よ

の
節せ

つ

に
て
も
、

夜や

陰ゐ
ん

に
は
火ひ

鉢ば
ち

よ
綿わ

た

入い
れ

の
き
る
物も

の

よ
と
、
平へ

い

地ち

」
（
9
オ
）
の
冬ふ

ゆ

の
ご
と
き
や
う

す
、
諸し

よ

人に
ん

の
し
る
所
な
り
。
万ば

ん

事じ

も
こ
れ
に
応わ

う

じ
て
、
平へ

い

地ち

人じ
ん

居き
よ

の
格か

く

に
な
き
こ

と
多を

ゝ

し
と
し
る
べ
し
。

故
か
る
が
ゆ
へ

に
、
何な

に

と
な
く
平へ

い

地ち

に
か
わ
り
て
物も

の

す
ご
き
事こ

と

お

ほ
け
れ
ば
、
天て

ん

狗ぐ

ど
の
ゝ
所し

よ

為ゐ

と
お
も
ふ
事こ

と

、
有あ

る

べ
き
は
づ
と
察さ

つ

す
べ
し
。
大を

ゝ

峰み
ね

山さ
ん

上
じ
や
う

、
新し

ん

客
き
や
く

の
有あ

る

時と
き

、
坊ぼ

う

へ

礫
つ
ぶ
て

う
つ
の
る
い
も
、
其そ

の

下げ

行
ぎ
や
う

米ま
い

あ
り
て
う
つ
人

あ
る
こ
と
、
其そ

の

す
じ
よ
り
た
し
か
に
き
け
り
。
人じ

ん

力り
き

に
て
す
る
事こ

と

を
の
け
て
も
、

－28－



今い
ま

世せ

俗ぞ
く

に
、

浄
じ
や
う

瑠る

理り

本ぼ
ん

の
作さ

く

者し
や

の
趣し

ゆ

向か
う

に
こ
し
ら
へ
し
こ
と
を
、
い
に
し
へ

其そ
の

通
と
を
り

あ
り
し
こ
と
か
と
お
も
ふ
人
多を

ゝ

け
れ
ば
、
奇き

妙め
う

ば
な
し
に
た
ぶ
ら
か
さ

る
ゝ
も

尤
も
つ
と
も

な
れ
ど
も
、
天て

ん

狗ぐ

の

正
し
や
う

体た
い

は
あ
が
め
尊そ

ん

敬け
う

す
べ
き
も
の
に
は
あ
ら

じ
。
畢ひ

つ

竟
き
や
う

、
海か

い

中ち
う

に
海う

み

小こ

僧ぞ
う

・
人に

ん

魚ぎ
よ

等と
う

の
あ
る
ご
と
く
、
深し

ん

山ざ
ん

の
魑ち

魅み

の
、
人

に
似に

」
（
7
ウ
）
た
る

獣
け
も
の

成な
る

べ
し
。

状
か
た
ち

さ
だ
ま
る
べ
か
ら
ず
。
陰い

ん

気き

の
凝こ

り

聚
あ
つ
ま

る
と
こ
ろ
よ
り

生
し
や
う

じ
た
る
物も

の

な
る
ゆ
へ
に
、
陽よ

う

気き

盛
さ
か
ん

の

所
と
こ
ろ

に
天て

ん

狗ぐ

住す
む

と
い
ふ

こ
と
な
し
。 

今い
ま

其そ
の

形
か
た
ち

を
図づ

す
る
に
、
山や

ま

伏ぶ
し

の

姿
す
が
た

に

画
ゑ
が
く

は
、
そ
の
住す

む

と
い
ふ
山や

ま

々〳
〵

、
多を

ゝ

く

は
修し

ゆ

験げ
ん

僧そ
う

の
住ぢ

う

処し
よ

な
れ
ば
、
そ
れ
よ
り
お
も
ひ
よ
り
て
図づ

し
た
る
物も

の

と
見
へ
た
り
。

雷ら
い

を

画
ゑ
が
く

に
其そ

の

声こ
へ

と
光
り
と
に
よ
り
て
、
思
ひ
つ
き
、
連れ

ん

鼓こ

を
背せ

負を
ひ

た
る
鬼を

に

の
ご

と
き
も
の
、
鞭む

ち

を
持も

ち

居い

る

処
と
こ
ろ

を
図づ

す
る
が
ご
と
し
。 

名な

を
よ
ぶ
も
同を

な

じ
、
山
伏ぶ

し

の
縁え

ん

に
よ
り
て
、
太た

郎ら
う

坊ぼ
う

・
次じ

郎ら
う

坊ぼ
う

な
ん
ど
ゝ
、
山

伏ぶ
し

ら
し
き
名な

を
付つ

け

た
り
と
見
へ
た
り
。
鞍く

ら

馬ま

山や
ま

の
僧そ

う

正
じ
や
う

坊ぼ
う

は
か
の
山
に
、
僧そ

う

正
じ
や
う

が
谷た

に

と
い
ふ

所
と
こ
ろ

あ
る
を
以も

つ

て
お
も
ひ
つ
き
た
る
な
る
べ
し
。
こ
ゝ
を
僧そ

う

正
じ
や
う

が
谷た

に

と
い
ふ
は
、
い
に
し
へ
壱い

ち

演え
ん

僧そ
う

正
じ
や
う

慈じ

済さ
い

の
、
法ほ

う

を

行
を
こ
な

ひ
た
ま
ひ
し
と
こ
ろ
な
る
」

（
8
オ
）
ゆ
へ
、
僧そ

う

正
じ
や
う

が
谷た

に

と
い
ふ
な
り
。
さ
も
な
く
し
て
、
大た

い

切せ
つ

な
る
僧さ

う

正
じ
や
う

官
く
は
ん

を
い
つ
の
御み

代よ

に
か
天て

ん

狗ぐ

に
御ご

許ゆ
る

さ
れ
け
ん
。
こ
ゝ
ろ
も
と
な
し
。 

義よ
し

経つ
ね

の

兵
ひ
や
う

法ほ
う

を
な
ら
ひ
し
と
い
ふ
こ
と
は
、

張
ち
や
う

良れ
う

が

圯
し
（
マ
マ
）

上
じ
や
う

の
老ら

う

人じ
ん

に
、

一い
つ

巻
く
は
ん

の
書し

よ

を
得え

て
、
軍ぐ

ん

法ぽ
う

の
奥を

う

義ぎ

を

極
き
は
め

し
と
い
ひ
、
又ま

た

は

楠
く
す
の
き

正ま
さ

成し
げ

が
天て

ん

王わ
う

寺じ

に
て
、
太た

い

子し

の
未み

来ら
い

記き

を
見
る
の
類る

い

に
て
、
是こ

れ

皆
み
（
な
）

衆
し
ゆ
う

人じ
ん

の
帰き

伏ふ
く

す
る

所
と
こ
ろ

を
と

る
の
計け

い

策さ
く

に
て
、
軍ぐ

ん

家か

に
よ
り
〳
〵
有あ

る

事こ
と

な
り
。
義よ

し

経つ
ね

い
ま
だ
牛う

し

若わ
か

丸ま
る

た
り
し
と

き
、
鞍く

ら

馬ま

山さ
ん

に
て
喜き

三さ
ん

太だ

と
い
へ
る

兵
ひ
や
う

術
じ
ゆ
つ

者し
や

に
な
ら
ひ
得え

ら
れ
し
事こ

と

な
り
。 

又ま
た

讃さ
ん

州し
う

の
金こ

ん

比ぴ

羅ら

山さ
ん

は
、
崇し

ゆ

徳と
く

院い
ん

御を
ん

憤
い
き
ど
を
り

の
余あ

ま

り
に
天て

ん

狗ぐ

に
な
ら
せ
ら
れ
し

と
い
ふ
は
、
延ゑ

ん

喜ぎ

の

帝
み
か
ど

は
菅か

ん

丞
し
や
う

相ぜ
う

を
流る

罪ざ
い

さ
せ
ら
れ
し
咎と

が

に
よ
り
、
地ぢ

獄ご
く

に
堕を

ち

た
ま
ひ
し
と
て
、
日に

ち

蔵ざ
う

上
し
や
う

人に
ん

地ぢ

獄ご
く

に
て
、
帝

み
か
ど

に
御ご

対た
い

面め
ん

」
（
8
ウ
）
の
所
を
図づ

せ
る
も
の
あ
る
の
類る

い

に
て
、
勿も

つ

体た
い

な
き
事こ

と

な
り
。
此こ

の

国く
に

に
住す

み

な
が
ら
、
日
本
の
あ

る
じ
を
天て

ん

狗ぐ

に
し
た
て
、

或
あ
る
ひ

は
地ぢ

獄ご
く

へ
お
と
し
て
外ほ

か

の
奇き

妙め
う

を
い
ふ
は
、
愚ぐ

痴ち

朦も
う

昧ま
い

の
も
の
ゝ
い
ふ
所
な
れ
ば
、
い
ふ
に
た
ら
ず
。
天て

ん

子し

た
り
と
い
へ
ど
も
、
黄

く
は
う

泉せ
ん

の
道み

ち

は

衆
し
ゆ
う

人じ
ん

に
か
は
ら
ず
、
も
と
よ
り
肉に

く

身し
ん

の
事こ

と

な
れ
ば
、

憤
い
き
ど
を
り

も
お
な
じ

き
は
い
ふ
も
さ
ら
な
れ
ど
も
、
日に

ち

蔵ざ
う

の
徳と

く

を
い
は
ん
と
て
地ぢ

獄ご
く

へ
お
と
し
、
金こ

ん

比ぴ

羅ら

山さ
ん

を

尊
た
つ
と

く
せ
ん
と
て
天て

ん

狗ぐ

に
な
し
た
る
も
の
な
り
。 

惣さ
う

じ
て
、
高か

う

山ざ
ん

俊
し
ゆ
ん

嶺れ
い

は
大だ

い

海か
い

の
沖を

き

と
を
な
じ
こ
ゝ
ろ
に
て
、
平へ

い

地ち

よ
り

甚
は
な
は
だ

高た
か

け
れ
ば
、
風ふ

う

雨う

・
寒か

ん

暑し
よ

・
燥さ

う

湿し
つ

の
天て

ん

地ち

の
気き

も
平へ

い

地ち

と
は
い
か
ふ
か
は
り
有あ

り

て
、

た
と
へ
ば
箱は

こ

根ね

の

宿
し
ゆ
く

・
愛あ

た

宕ご

の
坊ぼ

う

に
な
ど
泊と

ま

れ
ば
、
六
月
大た

い

暑し
よ

の
節せ

つ

に
て
も
、

夜や

陰ゐ
ん

に
は
火ひ

鉢ば
ち

よ
綿わ

た

入い
れ

の
き
る
物も

の

よ
と
、
平へ

い

地ち

」
（
9
オ
）
の
冬ふ

ゆ

の
ご
と
き
や
う

す
、
諸し

よ

人に
ん

の
し
る
所
な
り
。
万ば

ん

事じ

も
こ
れ
に
応わ

う

じ
て
、
平へ

い

地ち

人じ
ん

居き
よ

の
格か

く

に
な
き
こ

と
多を

ゝ

し
と
し
る
べ
し
。

故
か
る
が
ゆ
へ

に
、
何な

に

と
な
く
平へ

い

地ち

に
か
わ
り
て
物も

の

す
ご
き
事こ

と

お

ほ
け
れ
ば
、
天て

ん

狗ぐ

ど
の
ゝ
所し

よ

為ゐ

と
お
も
ふ
事こ

と

、
有あ

る

べ
き
は
づ
と
察さ

つ

す
べ
し
。
大を

ゝ

峰み
ね

山さ
ん

上
じ
や
う

、
新し

ん

客
き
や
く

の
有あ

る

時と
き

、
坊ぼ

う

へ

礫
つ
ぶ
て

う
つ
の
る
い
も
、
其そ

の

下げ

行
ぎ
や
う

米ま
い

あ
り
て
う
つ
人

あ
る
こ
と
、
其そ

の

す
じ
よ
り
た
し
か
に
き
け
り
。
人じ

ん

力り
き

に
て
す
る
事こ

と

を
の
け
て
も
、

－29－



高か
う

山ざ
ん

ゆ
へ
色い

ろ

々〳
〵

の
変へ

ん

あ
り
。
深し

ん

山ざ
ん

な
れ
ば
か
は
り
し

獣
け
だ
も
の

あ
る
こ
と
は
、
い
ふ
に

お
よ
ば
ず
。
海か

い

中ち
う

に
諸し

よ

魚ぎ
よ

の
あ
る
ご
と
く
、
造ざ

う

化く
は

の
鑪
鞴

た

ゝ

ら

に
て
出で

来き

る
事こ

と

な
れ
ば
、

い
か
や
う
の
も
の
、
あ
る
ま
じ
き
と
も
い
は
れ
ず
。
さ
れ
ば
、
天て

ん

狗ぐ

と
い
ふ

獣
け
だ
も
の

あ
り
て
、
人
に
害が

い

を
な
す
事こ

と

は
、
は
か
る
べ
か
ら
ず
。 

さ
り
な
が
ら
、
世せ

人じ
ん

の
」
（
9
ウ
）
お
も
ふ
や
う
に
、
仏ぶ

つ

神じ
ん

に
な
ら
べ
て
こ
は

が
る
べ
き
も
の
に
は
あ
ら
ず
。
只た

ゞ

鳥て
う

獣じ
う

と
同を

な

じ
け
れ
ば
、
鷲わ

し

・
熊く

ま

・
鷹た

か

・
野
猪

い
の
し
ゝ

・

狼
を
ゝ
か
み

等と
う

の
こ
わ
さ
と
同を

な

じ
事こ

と

と
思
ふ
べ
し
。
山
伏ぶ

し

の
や
う
な

姿
す
が
た

を
し
て
、
穢

け
が
れ

不ふ

浄
じ
や
う

や

或
あ
る
ひ

は
罪つ

み

の

軽
き
や
う

重ぢ
う

の
吟ぎ

ん

味み

役や
く

を
し
て
刑け

い

罰ば
つ

を

行
を
こ
な

ひ
、
裂さ

い

た
り

殺
こ
ろ
し

た
り
す

る
に
は
あ
ら
ず
。
も
し
又ま

た

さ
や
う
の
事
な
れ
ば
、
御ご

公か
う

儀ぎ

の
御
手て

伝
つ
だ
い

に
も
な
る
べ

け
れ
ど
も
、
人
の
罪つ

み

の
有あ

る

な
し
又ま

た

は
善ぜ

ん

悪あ
く

の
た
ゞ
し
は
外ほ

か

の
所
で
は
で
き
ぬ
事こ

と

に

て
、
天て

ん

狗ぐ

ど
の
ゝ
細さ

い

工く

に
は
ゆ
か
ぬ
こ
と
ぞ
か
し
。 

天て
ん

狗ぐ

が
女
を
嫌き

ら

ひ
が

実
ま
こ
と

な
ら
ば
、
自じ

身し
ん

や
つ
け
の
な
い

姿
す
が
た

ゆ
へ
、
女
の
惚ほ

れ

ぬ

が
腹は

ら

が
立
て
、
つ
か
み
さ
く
に
て
こ
そ
あ
る
ら
め
。
鼻は

な

の
高た

か

い
を
見
込こ

み

に
う
つ
く

し
ひ
女
中
が
股も

ゝ

で
も
あ
け
か
け
て
み
せ
た
ら
ば
、
久く

米め

の
仙せ

ん

人に
ん

同ど
う

前ぜ
ん

に
通つ

う

力り
き

を
う

し
な
ひ
、
つ
か
み
」
（
10
オ
）
さ
く
段だ

ん

で
は
な
ふ
て
、
し
て
〳
〵
ど
ふ
じ
や
と
、

さ
ぞ
御ご

き
げ
ん
で
あ
ら
ふ
と
お
も
ふ
の
み
。 

正
し
や
う

法ぼ
う

に
き
ど
く
な
し
。
よ
く
〳
〵
お
も
ひ
み
て
、
天て

ん

狗ぐ

の
常つ

ね

の
業わ

ざ

は
何な

に

を
し

て
ゐ
て
人に

ん

間げ
ん

の
け
が
れ
不ふ

浄
じ
や
う

や
、
女
の
罪つ

み

の
ぎ
ん
み
や
く
す
る
の
ぞ
。

味
あ
ぢ
は

ひ

こ
ゝ
ろ
み
て
黙も

く

識し
き

し
て
し
る
べ
し
。 

 

や
さ
こ
と
葉ば 

道み
ち

お
し
へ
鳥ど

り

に
な
ら
ひ
給
ひ
て
、
神か

み

代よ

の
む
か
し
、
女め

神が
み

・
男を

神が
み

の
、
み
と
の

ま
く
ば
い
し
給
ひ
し
夫ふ

う

婦ふ

の
道み

ち

は
、
も
ろ
こ
し
に
て
も

冠
く
は
ん

昏こ
ん

喪さ
う

祭さ
い

の
大た

い

礼れ
い

に
し

て
、
五ご

輪り
ん

の
一
つ
。
天
を
陽よ

う

と
し
、
地ち

を
陰い

ん

と
し
、
あ
め
つ
ち
の
夫ふ

う

婦ふ

の
中な

か

に
万ば

ん

物ぶ
つ

の
子
を
も
ふ
け
、
生せ

い

々〳
〵

す
る
は
無む

尽じ
ん

蔵ざ
う

に
し
て
か
ぎ
り
な
し
。
そ
の
徳と

く

を
う
け

て
男
と
な
り
女
と
な
り
、
夫ふ

う

婦ふ

中な
か

よ
く
や
は
ら
ぎ
」
（
10
ウ
）
あ
ふ
て
、
か
は
る

ま
じ
の
む
つ
ご
と
の
か
た
ま
り
、
一い

つ

滴て
き

の
ほ
ど
こ
し
を
う
け
と
め
や
す
ふ
、
め
で

た
ふ
や
や
を
も
ふ
け
、
子し

孫そ
ん

の
種た

ね

を
う
ゆ
る
よ
り
、
と
ゝ
さ
ま
よ
か
ゝ
さ
ま
よ
、

兄あ
に

よ

弟
を
と
ゝ

よ
、
伯を

父ぢ

よ
叔お

母ば

よ
の
名な

も
有あ

る

な
れ
ば
、
人じ

ん

倫り
ん

の
大だ

い

事じ

に
し
て
、
わ
れ
ら

ご
と
き
の
な
ぐ
さ
み
の
筆ふ

で

の
さ
き
に
か
く
る
は
、
お
よ
ば
ぬ
事こ

と

ぞ
か
し
。 

其そ
の

大だ
い

事じ

の
道み

ち

を
、
か
し
こ
き
人
の
さ
だ
め
お
き
給
へ
る
や
う
に
、
三
十
に
成な

り

て

か
は
ゆ
ひ
も
の
を
こ
し
ら
へ
、
二
十

は

た

ち

に
成な

り

て
大だ

い

事じ

の
を
つ
と
を
持も

つ

ま
で
を
ま
た
ず
、

と
ゝ
さ
ま
や
か
ゝ
さ
ま
の
目
を
ぬ
す
み
、
を
の
れ
が
さ
ま
〴
〵

心
こ
ゝ
ろ

を
か
け
、

或
あ
る
ひ

は
く
ど
き
、
あ
る
ひ
は
忍し

の

び
逢あ

ふ

も
、
夫ふ

う

婦ふ

の
み
ち
を
の
け
し
あ
と
は
、
皆み

な

こ
れ
い

づ
れ
も
恋こ

ひ

ぞ
か
し
。 

む
か
し
一い

つ

休き
う

和を

尚
し
や
う

の
、
恋こ

ひ

と
い
ふ
そ
の
水み

な

上か
み

を

尋
た
づ
ぬ

れ
ば
と
、

狂
き
や
う

歌か

を
よ
み

た
ま
ひ
し
ご
と
く
、
」
（
11
オ
）
い
と
し
か
は
ひ
の
つ
ゞ
ま
る
と
こ
ろ
は
、
あ
ま

の
さ
か
ほ
こ
を
も
つ
て
、
あ
を
う
な
ば
ら
を
さ
ぐ
る
よ
り
外ほ

か

の
事こ

と

は
な
し
。
衣い

裳
し
や
う

の
花
に

魂
た
ま
し
ゐ

を
と
ら
れ
、
か
た
ち
の
色い

ろ

に

心
こ
ゝ
ろ

そ
ら
成な

る

は
恋こ

い

路ぢ

の
な
ら
ひ
。
高た

か

き

も
ひ
き
ゝ
も
そ
れ
〳
〵
の
恋こ

ひ

有あ
つ

て
、
艶え

ん

に
う
つ
く
し
ゐ

粧
よ
そ
ほ

ひ
に

心
こ
ゝ
ろ

う
つ
り
、
目め

も
と
の
塩し

ほ

や

靨
え
く
ぼ

の
か
は
ゆ
ら
し
さ
、
風ふ

う

俗ぞ
く

に
見
と
れ
、
笑え

が
ほ
に
ほ
だ
さ
れ
、
惚ほ

れ

る
ほ
れ
ん
は
銘め

い

々〳
〵

の
物も

の

好ず
き

。
蓼た

で

喰く

ふ
む
し
も
す
き
〴
〵
に
て
、
何な

に

が
か
は
ゆ
ら
し

ひ
種た

ね

に
な
ら
ふ
や
ら
、
そ
れ
が
縁え

ん

の
あ
じ
な
所
ぞ
か
し
。
あ
る
ひ
は
文ふ

み

を
取と

り

か
は

し
、
あ
ひ
た
い
見
た
い
わ
か
れ
の
つ
ら
さ
、
鳥と

り

は
物も

の

か
は
な
ど
、
い
ろ
〳
〵
に
恋こ

ひ

こ
が
る
ゝ
も
、
お
も
ひ
の
か
な
ふ
か
ん
じ
ん
の
床と

こ

の
う
ち
、
い
と
し
可
愛

か
は
ゆ
ひ

か
す
が

ひ
は
、
上か

み

一
人
よ
り
下し

も

庶し
よ

人じ
ん

ま
で
も
う
ち

所
ど
こ
ろ

に
か
は
り
も
」
（
11
ウ
）
な
く
、
其そ

の

か
は
ゆ
ひ
時と

き

の
お
も
ひ
は
、
た
か
き
も
い
や
し
き
も
老を

い

た
る
も
若わ

か

き
も
お
な
じ
こ

と
な
れ
ど
も
、
夜よ

ご
と
に
か
は
る
う
き
川か

わ

竹た
け

の

枕
ま
く
ら

の
み
お
な
じ
か
ら
ざ
る
べ
し
。 

つ
ら
ひ
な
ら
ひ
は
、
た
が
は
じ
め
け
ん
。
情

な
さ
け

を
う
る
と
外げ

題だ
い

を
い
だ
し
、
松
の

位
く
ら
い

の
よ
ね
た
ち
よ
り
辻つ

ぢ

ぎ
み
の
す
へ
ま
で
も
、
お
も
は
ぬ
人
に
夜よ

ご
と
〳
〵
大だ

い

事じ

の
〳
〵
お
も
ふ
人
ひ
と
り
な
ら
で
は
見
せ
ま
じ
と
思
ふ
、
も
ゝ
や
は
だ
を
う
き

世よ

の
た
か
ら
に
て
自じ

由ゆ
う

に
か
は
れ
、
心
に
も
な
き
あ
ふ
せ
の

枕
ま
く
ら

、
さ
ぞ
つ
ら
ひ
夜よ

も
あ
り
ぬ
べ
し
。 

流
な
が
れ

の
う
ち
に
も
真し

ん

実じ
つ

の
恋こ

い

は
有あ

る

も
の
な
れ
ば
、
其そ

の

枕
ま
く
ら

こ
そ
ほ
ん
〴
〵
の
い
と

し
か
は
ゆ
ひ
む
つ
ご
と
は
、
か
は
ら
ぬ
常つ

ね

の
恋こ

ひ

な
ら
ま
し
。
た
が
ひ
に
か
わ
す
真し

ん

実じ
つ

に
は
い
の
ち
も
お
し
ま
ず
、
地ぢ

獄ご
く

の
沙さ

汰た

も
と
き
こ
え

侍
は
ん
べ

る
金
銀
で
ゆ
か
ぬ

は
」
（
12
オ
）
心
の
鋜
絆

ほ

だ

し

。
い
や
な
と
お
も
ふ
人
が
、
何な

に

ほ
ど
か
ね
を
く
れ
た
と

て
、
き
た
な
ひ
よ
ふ
で
抱だ

き

つ
か
れ
も
せ
ぬ
も
の
。
可
愛

か
は
ゆ
ひ

人
の
か
ね
に
つ
ま
り
て
な

ん
ぎ
す
る
を
み
れ
ば
、
い
と
し
や
と
お
も
ふ
心
よ
り
、
我わ

が

身み

を
売う

り

て
成な

り

と
も
と
お

も
ふ
は
此こ

の

道み
ち

の
な
ら
ひ
。 

今い
ま

の
う
き
世よ

に
ぜ
に
か
ね
で
ゆ
か
ぬ
事こ

と

は
真し

ん

実じ
つ

の
恋こ

ひ

と

情
な
さ
け

、
ま
か
せ
ぬ

命
い
の
ち

の

長な
が

短
み
じ
か

な
る
べ
し
。
常つ

ね

の
女
中
も
な
が
れ
の
き
み
も
、
お
も
ふ
中な

か

で
さ
へ
あ
れ
ば
、

真し
ん

実じ
つ

の
恋こ

い

に
て
い
と
し
ひ
も
の
。
め
い
〳
〵
こ
ゝ
ろ
に
と
ふ
て
、
此こ

の

あ
だ
言こ

と

を
よ

み
た
ま
へ
。
嘘う

そ

か

実
ま
こ
と

か
な
ん
と
あ
ら
ふ
ぞ
。 

 

易ゑ
き

学が
く

の
弁べ

ん 

往を
う

昔せ
き

二ふ
た

む
か
し
ば
か
り
に
も
や
成な

り

な
ん
。
東と

う

武ぶ

の
人
に
何な

に

某が
し

と
か
や
い
ふ
人
、
」

（
12
ウ
）
易え

き

学が
く

に
長
ぜ
る
と
い
ふ
を
以
て
、
東と

う

都と

・
京
師
に
名
高た

か

く
お
こ
な
は
れ
、

射
覆

さ
し
も
の

の
占せ

ん

と
号が

う

し
、
一い

つ

家か

の
筮ぜ

い

法ほ
う

を
立
、
朱し

ゆ

子し

あ
る
ひ
は
梅ば

い

花く
は

易
等と

う

に
な
ら
は
ず
、

古
易
一
家
言げ

ん

な
ど
い
へ
る
書し

よ

を

著
あ
ら
は

し
、
筮ぜ

い

竹ち
く

も
別べ

つ

製せ
い

に
こ
し
ら
へ
、
卦く

は

象
し
や
う

を
作

る
算さ

ん

木
等と

う

あ
り
て
、
好か

う

事づ

の
者
こ
れ
を

翫
も
て
あ
そ

び
、
老ら

う

若
に
や
く

と
な
く
、
古こ

易え
き

の
会
よ
、

射
覆

さ
し
も
の

会
ぐ
は
い

よ
と
寄
合
て
は
、

或
あ
る
ひ

は
古こ

人じ
ん

の
名
を
書
、
亦ま

た

は
当と

う

時じ

名
誉よ

あ
る
学
者
・

芸げ
い

者し
や

あ
る
ひ
は
戯
子

や
く
し
や

等と
う

の
名
を
書
て
、
筥は

こ

に
お
さ
め
、
人
物
な
り
と
て
出
せ
ば
こ

れ
を
筮ぜ

い

し
、

某
そ
れ
が
し

の
人
と
さ
す
。
或

あ
る
ひ

は
煙え

ん

管
く
は
ん

・
宝ほ

う

墨ぼ
く

・
筆ひ

つ

硯け
ん

等と
う

の
小
器き

を
筥は

こ

に

蔵
め
、
こ
れ
を
さ
ゝ
し
む
。
古
易
の
意い

趣し
ゆ

な
り
と
て
、
卦く

は

面め
ん

の

表
ひ
や
う

倒た
う

の
卦く

は

象
し
や
う

を

と
り
、
又
裏り

面め
ん

の
卦
象
を
と
り
て
、
こ
れ
を
占せ

ん

す
。 

す
こ
し
に
て
も
文ぶ

ん

学が
く

に
た
よ
る
人
は
、
こ
れ
を
し
ら
ね
ば
」
（
13
オ
）
す
ま
ぬ

や
う
に
あ
り
し
も
、
星ほ

し

う
つ
り
物
か
は
り
、
徂そ

徠ら
い

学が
く

の
め
い
り
し
と
お
な
じ
く
、

今こ
ん

時じ

は
い
つ
と
な
く
す
た
れ
て
、
誰た

れ

か

専
も
つ
ぱ

ら

翫
も
て
あ
そ

ぶ
人
も
な
し
。
ま
こ
と
に
世

の
中
の
常つ

ね

な
き
さ
ま
な
り
。
其
外
易
学が

く

に
心
を
よ
す
る
人
も
、
と
か
く
失う

せ

物も
の

・
待ま

ち

－30－



も
と
の
塩し

ほ

や

靨
え
く
ぼ

の
か
は
ゆ
ら
し
さ
、
風ふ

う

俗ぞ
く

に
見
と
れ
、
笑え

が
ほ
に
ほ
だ
さ
れ
、
惚ほ

れ

る
ほ
れ
ん
は
銘め

い

々〳
〵

の
物も

の

好ず
き

。
蓼た

で

喰く

ふ
む
し
も
す
き
〴
〵
に
て
、
何な

に

が
か
は
ゆ
ら
し

ひ
種た

ね

に
な
ら
ふ
や
ら
、
そ
れ
が
縁え

ん

の
あ
じ
な
所
ぞ
か
し
。
あ
る
ひ
は
文ふ

み

を
取と

り

か
は

し
、
あ
ひ
た
い
見
た
い
わ
か
れ
の
つ
ら
さ
、
鳥と

り

は
物も

の

か
は
な
ど
、
い
ろ
〳
〵
に
恋こ

ひ

こ
が
る
ゝ
も
、
お
も
ひ
の
か
な
ふ
か
ん
じ
ん
の
床と

こ

の
う
ち
、
い
と
し
可
愛

か
は
ゆ
ひ

か
す
が

ひ
は
、
上か

み

一
人
よ
り
下し

も

庶し
よ

人じ
ん

ま
で
も
う
ち

所
ど
こ
ろ

に
か
は
り
も
」
（
11
ウ
）
な
く
、
其そ

の

か
は
ゆ
ひ
時と

き

の
お
も
ひ
は
、
た
か
き
も
い
や
し
き
も
老を

い

た
る
も
若わ

か

き
も
お
な
じ
こ

と
な
れ
ど
も
、
夜よ

ご
と
に
か
は
る
う
き
川か

わ

竹た
け

の

枕
ま
く
ら

の
み
お
な
じ
か
ら
ざ
る
べ
し
。 

つ
ら
ひ
な
ら
ひ
は
、
た
が
は
じ
め
け
ん
。
情

な
さ
け

を
う
る
と
外げ

題だ
い

を
い
だ
し
、
松
の

位
く
ら
い

の
よ
ね
た
ち
よ
り
辻つ

ぢ

ぎ
み
の
す
へ
ま
で
も
、
お
も
は
ぬ
人
に
夜よ

ご
と
〳
〵
大だ

い

事じ

の
〳
〵
お
も
ふ
人
ひ
と
り
な
ら
で
は
見
せ
ま
じ
と
思
ふ
、
も
ゝ
や
は
だ
を
う
き

世よ

の
た
か
ら
に
て
自じ

由ゆ
う

に
か
は
れ
、
心
に
も
な
き
あ
ふ
せ
の

枕
ま
く
ら

、
さ
ぞ
つ
ら
ひ
夜よ

も
あ
り
ぬ
べ
し
。 

流
な
が
れ

の
う
ち
に
も
真し

ん

実じ
つ

の
恋こ

い

は
有あ

る

も
の
な
れ
ば
、
其そ

の

枕
ま
く
ら

こ
そ
ほ
ん
〴
〵
の
い
と

し
か
は
ゆ
ひ
む
つ
ご
と
は
、
か
は
ら
ぬ
常つ

ね

の
恋こ

ひ

な
ら
ま
し
。
た
が
ひ
に
か
わ
す
真し

ん

実じ
つ

に
は
い
の
ち
も
お
し
ま
ず
、
地ぢ

獄ご
く

の
沙さ

汰た

も
と
き
こ
え

侍
は
ん
べ

る
金
銀
で
ゆ
か
ぬ

は
」
（
12
オ
）
心
の
鋜
絆

ほ

だ

し

。
い
や
な
と
お
も
ふ
人
が
、
何な

に

ほ
ど
か
ね
を
く
れ
た
と

て
、
き
た
な
ひ
よ
ふ
で
抱だ

き

つ
か
れ
も
せ
ぬ
も
の
。
可
愛

か
は
ゆ
ひ

人
の
か
ね
に
つ
ま
り
て
な

ん
ぎ
す
る
を
み
れ
ば
、
い
と
し
や
と
お
も
ふ
心
よ
り
、
我わ

が

身み

を
売う

り

て
成な

り

と
も
と
お

も
ふ
は
此こ

の

道み
ち

の
な
ら
ひ
。 

今い
ま

の
う
き
世よ

に
ぜ
に
か
ね
で
ゆ
か
ぬ
事こ

と

は
真し

ん

実じ
つ

の
恋こ

ひ

と

情
な
さ
け

、
ま
か
せ
ぬ

命
い
の
ち

の

長な
が

短
み
じ
か

な
る
べ
し
。
常つ

ね

の
女
中
も
な
が
れ
の
き
み
も
、
お
も
ふ
中な

か

で
さ
へ
あ
れ
ば
、

真し
ん

実じ
つ

の
恋こ

い

に
て
い
と
し
ひ
も
の
。
め
い
〳
〵
こ
ゝ
ろ
に
と
ふ
て
、
此こ

の

あ
だ
言こ

と

を
よ

み
た
ま
へ
。
嘘う

そ

か

実
ま
こ
と

か
な
ん
と
あ
ら
ふ
ぞ
。 

 

易ゑ
き

学が
く

の
弁べ

ん 

往を
う

昔せ
き

二ふ
た

む
か
し
ば
か
り
に
も
や
成な

り

な
ん
。
東と

う

武ぶ

の
人
に
何な

に

某が
し

と
か
や
い
ふ
人
、
」

（
12
ウ
）
易え

き

学が
く

に
長
ぜ
る
と
い
ふ
を
以
て
、
東と

う

都と

・
京
師
に
名
高た

か

く
お
こ
な
は
れ
、

射
覆

さ
し
も
の

の
占せ

ん

と
号が

う

し
、
一い

つ

家か

の
筮ぜ

い

法ほ
う

を
立
、
朱し

ゆ

子し

あ
る
ひ
は
梅ば

い

花く
は

易
等と

う

に
な
ら
は
ず
、

古
易
一
家
言げ

ん

な
ど
い
へ
る
書し

よ

を

著
あ
ら
は

し
、
筮ぜ

い

竹ち
く

も
別べ

つ

製せ
い

に
こ
し
ら
へ
、
卦く

は

象
し
や
う

を
作

る
算さ

ん

木
等と

う

あ
り
て
、
好か

う

事づ

の
者
こ
れ
を

翫
も
て
あ
そ

び
、
老ら

う

若
に
や
く

と
な
く
、
古こ

易え
き

の
会
よ
、

射
覆

さ
し
も
の

会
ぐ
は
い

よ
と
寄
合
て
は
、

或
あ
る
ひ

は
古こ

人じ
ん

の
名
を
書
、
亦ま

た

は
当と

う

時じ

名
誉よ

あ
る
学
者
・

芸げ
い

者し
や

あ
る
ひ
は
戯
子

や
く
し
や

等と
う

の
名
を
書
て
、
筥は

こ

に
お
さ
め
、
人
物
な
り
と
て
出
せ
ば
こ

れ
を
筮ぜ

い

し
、

某
そ
れ
が
し

の
人
と
さ
す
。
或

あ
る
ひ

は
煙え

ん

管
く
は
ん

・
宝ほ

う

墨ぼ
く

・
筆ひ

つ

硯け
ん

等と
う

の
小
器き

を
筥は

こ

に

蔵
め
、
こ
れ
を
さ
ゝ
し
む
。
古
易
の
意い

趣し
ゆ

な
り
と
て
、
卦く

は

面め
ん

の

表
ひ
や
う

倒た
う

の
卦く

は

象
し
や
う

を

と
り
、
又
裏り

面め
ん

の
卦
象
を
と
り
て
、
こ
れ
を
占せ

ん

す
。 

す
こ
し
に
て
も
文ぶ

ん

学が
く

に
た
よ
る
人
は
、
こ
れ
を
し
ら
ね
ば
」
（
13
オ
）
す
ま
ぬ

や
う
に
あ
り
し
も
、
星ほ

し

う
つ
り
物
か
は
り
、
徂そ

徠ら
い

学が
く

の
め
い
り
し
と
お
な
じ
く
、

今こ
ん

時じ

は
い
つ
と
な
く
す
た
れ
て
、
誰た

れ

か

専
も
つ
ぱ

ら

翫
も
て
あ
そ

ぶ
人
も
な
し
。
ま
こ
と
に
世

の
中
の
常つ

ね

な
き
さ
ま
な
り
。
其
外
易
学が

く

に
心
を
よ
す
る
人
も
、
と
か
く
失う

せ

物も
の

・
待ま

ち
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人び
と

・
獄

ね
が
ひ

訟ご
と

、
又
は
其
身
に
望の

ぞ

む

願
ね
が
ひ

事ご
と

、
或

あ
る
ひ

は
疾し

つ

病ぺ
い

・
婚こ

ん

姻い
ん

等と
う

の
吉き

つ

凶け
う

を

占
う
ら
な

ひ

あ
て
ん
こ
と
を
専せ

ん

一
と
し
、
陰
陽
の
理
に
通つ

う

ぜ
ん
と
学ま

な

ぶ
人
も
な
し
。
天
地ち

の
道
・

日
月
の
運う

ん

旋せ
ん

・
陰い

ん

陽よ
う

吉
凶
の
本も

と

を

弁
わ
き
ま

へ
、
数す

う

を
極き

わ

め
、
来ら

い

を
知し

る

に
あ
ら
ず
ん
ば
、

占せ
ん

法ぽ
う

の
変へ

ん

に
通つ

う

じ
て
吉き

つ

凶け
う

悔
く
は
い

吝り
ん

の
機き

を
し
ら
ん
や
。 

蓋
け
だ
し

易え
き

学が
く

は
多た

端た
ん

な
り
。
そ
も
〳
〵
子し

夏
の
伝で

ん

を

初
は
じ
め

と
し
、
王わ

う

弼ひ
つ

が
注ち

う

・
朱し

ゆ

仲ち
う

晦
く
は
い

の
啓け

い

蒙も
う

・
徐じ

よ

紹
し
や
う

錦き
ん

が
断だ

ん

易
・
京け

い

房ぼ
う

が
易ゑ

き

伝で
ん

・
邵せ

う

子し

の
梅ば

い

花く
は

心し
ん

易
・
程て

い

氏し

の
伝で

ん

・

焦せ
う

延え
ん

寿じ
ゆ

が
易
林り

ん

、
或

あ
る
ひ

は
」
（
13
ウ
）
左さ

伝で
ん

の
易え

き

、
其そ

の

外ほ
か

管
く
は
ん

輅ろ

・
郭

く
は
く

璞は
く

・
崔さ

い

浩か
う

・

載た
い

洋よ
う

・
晁て

う

以い

道だ
う

・
呂り

よ

東と
う

萊ら
い

が

輩
と
も
が
ら

、

各
を
の
〳
〵

易え
き

に
名な

あ
る
も
の
は
、
一い

つ

家か

の
学が

く

を
と

な
へ
て
異い

同ど
う

あ
り
。
古こ

易え
き

の
一い

つ

爻か
う

変へ
ん

も
朱し

ゆ

子し

の
六り

つ

爻か
う

変へ
ん

も
、
邵せ

う

子し

の
先せ

ん

天て
ん

の
易え

き

も
、

諸し
よ

家け

の
異い

説せ
つ

も
、
吉き

つ

凶け
う

悔
く
は
い

吝り
ん

の
理り

を
知し

り

、
嫌け

ん

疑ぎ

を
定さ

だ

め
、
惑

ま
ど
ひ

を
決け

つ

す
る
よ
り
外ほ

か

な
し
。 

史シ

記キ

ニ

曰
イ
ハ
ク

、
庖ホ

ウ

犠ギ

氏シ

有セ
イ

二

聖
徳

ト
ク
ア
リ

一

。

仰
ア
ヲ
イ
デ

則
ス
ナ
ハ
チ

観
シ
ヤ
ウ
ヲ

二

象
於
天

テ

ン

ニ

ミ

一

、

俯
フ
シ
テ
ハ

則
ス
ナ
ハ
チ

観
ハ
ウ
ヲ

二

法
於
地

チ

ニ

ミ

一

、

旁
ア
マ
ネ
ク

観テ
ウ

三

鳥
獣
之
文
与

ジ
ウ
ノ
ブ
ン
ト
チ
ノ

二

地

之

宣

ギ
ト
ヲ
ミ
（
マ
マ
）

一

、

近
チ
カ
ク
ハ

取
コ
レ
ヲ

二

諸
身

ミ
ニ
ト
リ

一

、

遠
ト
ヲ
ク
ハ

取
コ
レ
ヲ

二

諸

物

モ
ノ
ニ
ト
リ

一

、
始

ハ
ジ
メ
テ

画
ハ
ツ
ク
ハ
ヲ

二

八

卦

ク
ハ
ク
シ
テ

一

、
以

モ
ツ
テ

通シ
ン

二

神
明
之
徳

メ
イ
ノ
ト
ク
ニ
ツ
ウ
ジ

一

、
以

モ
ツ
テ

類バ
ン

二

万

物

之

情

ブ
ツ
ノ
ジ
ヤ
ウ
ニ
ル
イ
ス

一

。
造シ

ヨ
二

書

契

セ
ツ
（
マ
マ
）
ヲ
ツ
ク
リ

一

、
以

モ
ツ
テ

代ケ
ツ

二

結

縄

之

政

ジ
ユ
ン
ノ
マ
ツ
リ
ゴ
ト
ニ
カ
フ

一

。
神シ

ン

農ノ
ウ

氏シ

遂
ツ
イ
ニ

重ハ
ツ

二

八

卦

ク
ハ
ヲ
カ
サ
ネ

一

、

為ロ
ク

二

六
十
四
卦

ジ
フ
シ
ク
ハ
ト
ス

一

と
。 

こ
ゝ
を
も
つ
て
、
先せ

ん

天て
ん

の
方ほ

う

位ゐ

已す
で

に

定
さ
だ
ま

る
。
其そ

の

時と
き

い
ま
だ
易え

き

に
文も

ん

字じ

な
し
。

文ぶ
ん

王わ
う

後か
う

天て
ん

の
方ほ

う

位ゐ

を
定さ

だ

め
、
辞

こ
と
ば

を
繋か

け

、
周し

う

公か
う

爻か
う

を
作つ

く

り
、
孔か

う

子し

象
し
や
う

を
製せ

い

し
、
繋け

辞じ

の
伝で

ん

を
述の

ぶ

。
四し

聖せ
い

人じ
ん

」
（
14
オ
）
の
手
を
経へ

て
な
る
も
の
に
し
て
、
天て

ん

地ち

の
道み

ち

を
彌み

綸り
ん

す
。 

繋ケ
イ

辞ジ

伝
デ
ン
ニ

曰
イ
ハ
ク

、
吉キ

ツ

凶ケ
ウ

者ハ

失シ
ツ

得ト
ク

之ノ

象
シ
ヤ
ウ

也ナ
リ

。
悔

ク
ハ
イ

吝リ
ン

者ハ

憂ユ
ウ

虞グ

之ノ

象
シ
ヤ
ウ

也ナ
リ

。
変ヘ

ン

化ク
ハ

者ハ

進シ
ン

退タ
イ

之ノ

象
シ
ヤ
ウ

也ナ
リ

。
剛ガ

ウ

柔ジ
ウ

者ハ

昼チ
ウ

夜ヤ

之ノ

象
シ
ヤ
ウ

也ナ
リ

。
六ロ

ク

爻カ
ウ

之ノ

動ド
ウ

三サ
ン

極
キ
ヨ
ク

之ノ

道ミ
チ

也ナ
リ

。
是コ

ノ

故
ユ
ヘ
ニ

君ク
ン

子シ

所
キ
ヨ
シ
テ

二

居

而

安

ヤ
ス
ン
ズ
ル
ト
コ
ロ
ノ

一

者
モ
ノ
ハ

易エ
キ

之ノ

序ジ
ヨ

也ナ
リ

。

所
タ
ノ
シ
ン
デ

二

楽

而

玩

モ
テ
ア
ソ
ブ
ト
コ
ロ
ノ

一

者
モ
ノ
ハ

爻カ
ウ

之ノ

辞
コ
ト
バ

也ナ
リ

。
是コ

ノ

故
ユ
ヘ
ニ

君ク
ン

子シ

居
キ
ヨ
ス
ル

則
ト
キ
ハ

観ソ
ノ

二

其

象

シ
ヤ
ウ
ヲ
ミ

一

而
シ
コ
ウ
シ
テ

玩ソ
ノ

二

其

辞

コ
ト
バ
ヲ
モ
テ
ア
ソ
ブ

一

。

動
ウ
ゴ
ク

則
ト
キ
ハ

観ソ
ノ

二

其
変

ヘ
ン
ヲ
ミ

一

而
シ
カ
ウ
シ
テ

玩ソ
ノ

二

其

占

セ
ン
ヲ
モ
テ
ア
ソ
ブ

一

。
是

コ
ヽ
ヲ

以
モ
ツ
テ

自テ
ン

レ

天ヨ
リ

祐
コ
レ
ヲ

レ

之
タ
ス
ク

。

吉
キ
ツ
ニ
シ
テ

無リ
セ

レ

不ザ
ル

レ

利ナ
シ

。
彖タ

ン

者ハ

言
シ
ヤ
ウ
ヲ

二

於
象

イ

フ

一

者モ
ノ

也ナ
リ

。
爻カ

ウ

者ハ

言
ヘ
ン
ヲ

二

乎
変

イ

フ

一

者モ
ノ

也ナ
リ

。
吉キ

ツ

凶
キ
ヤ
ウ

者ハ

言ソ
ノ

二

乎
其
失
得

シ
ツ
ト
ク
ヲ
イ
フ

一

也ナ
リ

。
悔

ク
ワ
イ

吝リ
ン

者ハ

言ソ
ノ

二

乎
其
小
疵

シ
ヤ
ウ
シ
ヲ
イ
フ

一

也ナ
リ

。
無ト

ガ
レ

咎ナ
キ

者
モ
ノ
ハ

善ヨ
ク

補
ア
ヤ
マ
チ
ヲ

レ

過
ヲ
ギ
ナ
フ

也ナ
リ

。
是コ

ノ

故
ユ
ヘ
ニ

列
キ
セ
ン
ヲ

二

貴
賤

レ
ツ
ス
ル

一

者
モ
ノ
ハ

存
ク
ラ
イ
ヲ

二

乎
位

ソ

ン

ス
一

。

斉
シ
ヤ
ウ

二

小

大

ダ
イ
ヲ
ヒ
ト
シ
ウ
ス
ル

一

者
モ
ノ
ハ

存
ク
ハ
ヲ

二

乎
卦

ソ

ン

ス
一

。
弁キ

ツ
二

吉

凶

ケ
フ
ヲ
ベ
ン
ズ
ル

一

者
モ
ノ
ハ

存
コ
ト
バ
ヲ

二

乎
辞

ソ

ン

ス
一

。
憂

ク
ハ
イ

二

悔

吝

リ
ン
ヲ
ウ
レ
ウ
ル

一

者
モ
ノ
ハ

存
カ
イ
ヲ

二

乎
介

ソ

ン

ス
一

。
震シ

ン

無ト
ガ

レ

咎ナ
キ

者
モ
ノ
ハ

存
ク
ワ
イ
ヲ

レ

悔
ソ
ン
ス

。
是コ

ノ

故
ユ
ヘ
ニ

卦
ク
ハ
ニ

有ダ
イ

二

大

小

シ
ヤ
ウ
ア
リ

一

。

辞
コ
ト
バ
ニ

有ケ
ン

二

険
易

イ

ア

リ

一

。

辞
コ
ト
バ

也
」
（
14
ウ
）
者ハ

各
ヲ
ノ
〳
〵

指ソ
ノ

二

其ユ
ク

所
ト
コ
ロ
ヲ

レ

之サ
ス

。

云
云
。 

こ
れ
ら
の
意い

趣し
ゆ

を
以も

つ

て
み
れ
ば
、
こ
れ
を

学
ま
な
ん

で
幽ゆ

う

明
之
故ゆ

へ

を
知し

り

、
始

は
じ
め

を
原た

づ

ね

終を
は

り
に
反か

へ

り
て
、
死し

生せ
い

の
説せ

つ

を
知
、
鬼き

神し
ん

の
情せ

い

状
じ
や
う

を
知
、
事
の
成せ

い

敗ば
い

を
占せ

ん

し
、

惑
ま
ど
ひ

を
定さ

だ

め
て
こ
れ
を

行
を
こ
な

ふ
と
き
は
、
悔く

い

す
く
な
し
。
蓋

け
だ
し

盈え
い

満ま
ん

を

慎
つ
ゝ
し

み
嫌け

ん

疑ぎ

を

決け
つ

す
卜ぼ

く

筮ぜ
い

の
書
た
る
べ
き
な
り
。 

然
れ
ど
も
、
王わ

う

世せ
い

貞て
い

史し

記き

の
評へ

う

に
、
伏ふ

つ

き
の
八
卦く

は

を
画ぐ

は

す
る
は
、
筮
の
為
に

設
も
ふ
く

る
に
は
あ
ら
ず
。
後の

ち

の
聖せ

い

人じ
ん

、
理
の
数す

う

と
合が

う

す
る
を
見
て
、
卜
筮
を
借か

つ

て
其
理
を

明あ
か

す
。
理り

を
挙あ

げ

て
、
こ
れ
を
卜ぼ

く

筮ぜ
い

に
帰き

す
る
に
は
あ
ら
ず
と
い
ひ
、
又
論ろ

ん

語ご

述
じ
ゆ
つ

而じ
の

篇へ
ん

に
、
夫ふ

う

子し

の
言げ

ん

、
易ゑ

き

に
及
び
、
五
十

以
モ
ツ
テ

学
ヱ
キ
ヲ

レ

易
マ
ナ
バ
ゞ

可
モ
ツ
テ

三

以
ヲ
ヽ
ヒ
ナ
ル

無
ア
ヤ
マ
チ

二

大

過

ナ
カ
ル
ベ
シ

一

矣
と
。 

此こ
の

章
し
や
う

何か

晏あ
ん

・

皇
く
は
う

歙

か
ん
（
マ
マ
）

・
刑け

い

昞へ
い

・
朱し

ゆ

熹き

・
陳ち

ん

氏し

・
仁じ

ん

斎さ
い

・
徂そ

徠ら
い

・
谷こ

く

子し

等と
う

の

諸し
よ

儒じ
ゆ

、
其そ

の

説せ
つ

紛ふ
ん

々〳
〵

た
り
と
い
へ
ど
も
妙め

う

解か
い

な
し
。
い
づ
れ
も

教
を
し
へ

の
書
と
し
て
解か

い

を
述の

ぶ

る
」
（
15
オ
）

趣
を
も
む
き

お
ほ
し
。
仁じ

ん

斎さ
い

の
い
へ
る
と
こ
ろ
、
易え

き

は
陰い

ん

陽よ
う

消せ
う

長
ち
や
う

の
変へ

ん

を
き
は
め
、
進し

ん

退た
い

存そ
ん

亡ぼ
う

の
理
を

明
あ
き
ら
か

に
し
、
其

教
を
し
へ

を
す
る
や
、

貴
た
つ
と
き

処
と
こ
ろ

を

退
し
り
ぞ

き
損そ

ん

し
、
盈え

い

満ま
ん

に
居き

よ

す
る
を
悪
む
。
故
に
、
こ
れ
を
学ま

な

べ
ば

則
す
な
は
ち

よ
く
大
な

る
過
ち
な
き
事
を
得う

る
な
り
と
い
へ
り
。
程て

い

子
・
王わ

う

世せ
い

貞て
い

・
仁じ

ん

斎さ
い

等
の
儒じ

ゆ

、
其
外

の
諸し

よ

儒じ
ゆ

も
さ
き
に
い
ふ
ご
と
く
、

教
を
し
へ

の
書し

よ

と
見
る
の

趣
を
も
む
き

お
ほ
き
ほ
ど
の
事
な

り
。 然

る
に
、
今こ

ん

時じ

売ば
い

卜ぼ
く

の
者
、
司し

馬ば

季き

主し
ゆ

の
ご
と
き
に
も
あ
ら
ず
。
宋そ

う

忠ち
う

・
賈か

誼ぎ

が
言げ

ん

の
如
く
、
多を

ゝ

く
誇こ

厳げ
ん

を
言い

ふ

て
以
て
人

情
じ
や
う

を
得
、
虚

む
な
し

く
人
の
録ろ

く

命め
い

を
高
く
し

て
以
て
人
の

志
こ
ゝ
ろ
ざ
し

を

説
よ
ろ
こ

ば
し
め
、

檀
ほ
し
ひ
ま
ゝ

に
禍く

は

災さ
い

を
言
て
以
て
人
の
心
を
傷
り
、

矯
い
つ
は
つ

て
鬼き

神し
ん

を
言
て
以
て
人
の
財ざ

い

を

尽
つ
く
さ

し
め
、
厚あ

つ

く
拝は

い

謝じ
や

を

求
も
と
め

て
以
て

己
を
の
れ

に

私
わ
た
く
し

す
る
の
党た

う

の
み
。 

今
世
上
に
易
を
い
ふ
も
の
は
、
巫ふ

祝
し
ゆ
く

と

趣
を
も
む
き

を
同
ふ
し
、
聖せ

い

人じ
ん

の
」
（
15
ウ
）

書
名め

い

を
汚け

が

す
。
何
某

な
に
が
し

の
射
覆

さ
し
も
の

の

会
く
は
い

の
ご
と
き
も
、
卦く

は

象
し
や
う

を
知
り
、
其そ

の

決け
つ

断だ
ん

に
功こ

う

を
積つ

む

の
、
切せ

つ

磋さ

琢た
く

磨ま

の
為た

め

な
る
べ
け
れ
ど
も
、
四し

聖せ
い

の
手
に
な
る
も
の
を
以
て
、

戯
た
は
む

れ
に

玩
も
て
あ
そ

ぶ
。
嗚あ

呼あ

、
こ
れ
愚ぐ

が
悪に

く

む

処
と
こ
ろ

な
り
。
た
と
ひ
浮ふ

誉よ

の
名
あ
る
易え

き

者し
や

た
り
と
も
、
拝は

い

謝じ
や

を

貪
む
さ
ぼ

る
売ば

い

卜ぼ
く

の
徒と

と
な
ん
ぞ
殊こ

と

な
ら
ん
や
。
此こ

れ

等ら

の
人
は

巧か
う

詐そ

を
述の

べ

て
虚き

よ

名
を
飾か

ざ

り
、
空く

う

利
を

導
み
ち
び
い

て
愚ぐ

人に
ん

を
誣し

ゆ

。
権け

ん

門
に
媚こ

び

へ
つ
ら
ひ
、

財ざ
い

あ
る
人
に
は
高か

う

礼れ
い

す
。
何な

ん

の
識し

き

あ
つ
て
か
鬼き

神し
ん

幽ゆ
う

明め
い

の
理
に
通つ

う

ぜ
ん
や
。 

世せ

俗ぞ
く

皆み
な

、
墨ぼ

く

色
し
よ
く

・
人
相
・
筮ぜ

い

法
、
い
づ
れ
も
相
同
じ
き
類る

い

な
り
と
思
へ
り
。
大

な
る

違
ち
が
ひ

な
り
。
人
相
の
弁べ

ん

に
委く

は

し
く
述の

べ

た
れ
ば
、
今
こ
ゝ
に
弁
ぜ
ず
。
墨ぼ

く

色
し
よ
く

・

人
相さ

う

は
其
身
の

将
し
や
う

来ら
い

を
う
ら
な
ひ
し
り
て
、
こ
れ
を
し
め
す
な
り
。
易
は

疑
う
た
が
ひ

を
鬼
神
に
た
ゞ
し
と
ふ
て
、
」
（
16
オ
）
其
事
の
吉き

つ

凶け
う

利り

害が
い

を
聞
て
、
凶け

う

を
棄す

て

て

吉き
つ

を

行
を
こ
な

ふ
な
り
。 

惣さ
う

じ
て
、
人じ

ん

事じ

の
利
害が

い

得と
く

失し
つ

、
大
抵て

い

七
分
三
分
、
或

あ
る
ひ

は
六
分
四
分
に
か
ゝ
り
、

七
分
道ど

う

理
の
よ
き
か
た
あ
り
て
、
三
分ぶ

あ
し
き
事こ

と

な
れ
ば
、
た
れ
か
そ
の
三
分
の

か
た
に
つ
く
者
あ
ら
ん
や
。
人
の
思し

慮り
よ

工く

夫
に
て
も
、
よ
ろ
し
き
こ
と
お
ほ
き
方

に
つ
く
は
な
る
事こ

と

な
り
。
十じ

う

指し

の
ゆ
び
ざ
す
と
こ
ろ
、
十
目ぼ

く

の
見
る
と
こ
ろ
は
勿も

ち

論ろ
ん

の
儀
な
り
。

尤
も
つ
と
も

千
人
の
諾だ

く

々〴
〵

は
一
士し

の
諤が

く

々〴
〵

に
し
か
ず
と
い
ふ
事
も
あ
れ
ど

も
、
そ
れ
は
常つ

ね

の
規き

矩く

に
は
あ
ら
ず
。
大
抵て

い

世せ

上
じ
や
う

の
事
、
八
人
よ
し
と
い
ひ
、
弐

人
あ
し
ゝ
と
い
は
ゞ
、
多た

分ぶ
ん

に
つ
く
と
て
、
多を

ゝ

き
方
に
な
る
も
の
な
り
。 

今
五
分
五
分
の
理り

あ
り
て
、
甲か

う

の
方
も
一
得と

く

一
失し

つ

、
乙を

つ

の
方
も
一
得と

く

一い
つ

失し
つ

成
と

き
は
、
い
づ
れ
か

将
し
や
う

来ら
い

の
吉き

つ

に
な
る
べ
き
や
。
人
の
思し

慮り
よ

に
及
が
た
し
。
か
ゝ
る
」

（
16
ウ
）
と
き
は
鬼き

神し
ん

に
た
ゞ
し
と
ふ
て
、
甲か

う

乙を
つ

其そ
の

占せ
ん

の
吉き

つ

な
る
方か

た

に

従
し
た
が
つ

て
事

を
な
す
。
こ
れ
易え

き

の
易
た
る
と
こ
ろ
な
ら
ん
か
。 

都す
べ

て

将
し
や
う

来ら
い

を
占せ

ん

す
る
は
、
皆み

な

此こ
の

意
こ
ゝ
ろ

な
り
。
人に

ん

事じ

を
尽つ

く

し
た
る
上う

へ

に
て
鬼き

神し
ん

に

た
ゞ
し
と
ふ
な
り
。
今い

ま

世せ

上
じ
や
う

に
す
る
が
ご
と
く
、
お
の
れ
が
人に

ん

事じ

を
尽つ

く

す
と
い
ふ

こ
と
も
な
く
、
い
さ
ゝ
か
の
物も

の

の
失う

せ

た
る
に
も
易え

き

、
お
の
れ
が
勝か

つ

手て

づ
く
の
私し

欲よ
く

に
も
そ
れ

占
う
ら
な

ひ
と
、
鬼き

神し
ん

に
た
ゞ
す
と
い
ふ
わ
け
に
て
も
な
く
、
売ば

い

卜ぼ
く

の
者も

の

に

－32－



此こ
の

章
し
や
う

何か

晏あ
ん

・

皇
く
は
う

歙

か
ん
（
マ
マ
）

・
刑け

い

昞へ
い

・
朱し

ゆ

熹き

・
陳ち

ん

氏し

・
仁じ

ん

斎さ
い

・
徂そ

徠ら
い

・
谷こ

く

子し

等と
う

の

諸し
よ

儒じ
ゆ

、
其そ

の

説せ
つ

紛ふ
ん

々〳
〵

た
り
と
い
へ
ど
も
妙め

う

解か
い

な
し
。
い
づ
れ
も

教
を
し
へ

の
書
と
し
て
解か

い

を
述の

ぶ

る
」
（
15
オ
）

趣
を
も
む
き

お
ほ
し
。
仁じ

ん

斎さ
い

の
い
へ
る
と
こ
ろ
、
易え

き

は
陰い

ん

陽よ
う

消せ
う

長
ち
や
う

の
変へ

ん

を
き
は
め
、
進し

ん

退た
い

存そ
ん

亡ぼ
う

の
理
を

明
あ
き
ら
か

に
し
、
其

教
を
し
へ

を
す
る
や
、

貴
た
つ
と
き

処
と
こ
ろ

を

退
し
り
ぞ

き
損そ

ん

し
、
盈え

い

満ま
ん

に
居き

よ

す
る
を
悪
む
。
故
に
、
こ
れ
を
学ま

な

べ
ば

則
す
な
は
ち

よ
く
大
な

る
過
ち
な
き
事
を
得う

る
な
り
と
い
へ
り
。
程て

い

子
・
王わ

う

世せ
い

貞て
い

・
仁じ

ん

斎さ
い

等
の
儒じ

ゆ

、
其
外

の
諸し

よ

儒じ
ゆ

も
さ
き
に
い
ふ
ご
と
く
、

教
を
し
へ

の
書し

よ

と
見
る
の

趣
を
も
む
き

お
ほ
き
ほ
ど
の
事
な

り
。 然

る
に
、
今こ

ん

時じ

売ば
い

卜ぼ
く

の
者
、
司し

馬ば

季き

主し
ゆ

の
ご
と
き
に
も
あ
ら
ず
。
宋そ

う

忠ち
う

・
賈か

誼ぎ

が
言げ

ん

の
如
く
、
多を

ゝ

く
誇こ

厳げ
ん

を
言い

ふ

て
以
て
人

情
じ
や
う

を
得
、
虚

む
な
し

く
人
の
録ろ

く

命め
い

を
高
く
し

て
以
て
人
の

志
こ
ゝ
ろ
ざ
し

を

説
よ
ろ
こ

ば
し
め
、

檀
ほ
し
ひ
ま
ゝ

に
禍く

は

災さ
い

を
言
て
以
て
人
の
心
を
傷
り
、

矯
い
つ
は
つ

て
鬼き

神し
ん

を
言
て
以
て
人
の
財ざ

い

を

尽
つ
く
さ

し
め
、
厚あ

つ

く
拝は

い

謝じ
や

を

求
も
と
め

て
以
て

己
を
の
れ

に

私
わ
た
く
し

す
る
の
党た

う

の
み
。 

今
世
上
に
易
を
い
ふ
も
の
は
、
巫ふ

祝
し
ゆ
く

と

趣
を
も
む
き

を
同
ふ
し
、
聖せ

い

人じ
ん

の
」
（
15
ウ
）

書
名め

い

を
汚け

が

す
。
何
某

な
に
が
し

の
射
覆

さ
し
も
の

の

会
く
は
い

の
ご
と
き
も
、
卦く

は

象
し
や
う

を
知
り
、
其そ

の

決け
つ

断だ
ん

に
功こ

う

を
積つ

む

の
、
切せ

つ

磋さ

琢た
く

磨ま

の
為た

め

な
る
べ
け
れ
ど
も
、
四し

聖せ
い

の
手
に
な
る
も
の
を
以
て
、

戯
た
は
む

れ
に

玩
も
て
あ
そ

ぶ
。
嗚あ

呼あ

、
こ
れ
愚ぐ

が
悪に

く

む

処
と
こ
ろ

な
り
。
た
と
ひ
浮ふ

誉よ

の
名
あ
る
易え

き

者し
や

た
り
と
も
、
拝は

い

謝じ
や

を

貪
む
さ
ぼ

る
売ば

い

卜ぼ
く

の
徒と

と
な
ん
ぞ
殊こ

と

な
ら
ん
や
。
此こ

れ

等ら

の
人
は

巧か
う

詐そ

を
述の

べ

て
虚き

よ

名
を
飾か

ざ

り
、
空く

う

利
を

導
み
ち
び
い

て
愚ぐ

人に
ん

を
誣し

ゆ

。
権け

ん

門
に
媚こ

び

へ
つ
ら
ひ
、

財ざ
い

あ
る
人
に
は
高か

う

礼れ
い

す
。
何な

ん

の
識し

き

あ
つ
て
か
鬼き

神し
ん

幽ゆ
う

明め
い

の
理
に
通つ

う

ぜ
ん
や
。 

世せ

俗ぞ
く

皆み
な

、
墨ぼ

く

色
し
よ
く

・
人
相
・
筮ぜ

い

法
、
い
づ
れ
も
相
同
じ
き
類る

い

な
り
と
思
へ
り
。
大

な
る

違
ち
が
ひ

な
り
。
人
相
の
弁べ

ん

に
委く

は

し
く
述の

べ

た
れ
ば
、
今
こ
ゝ
に
弁
ぜ
ず
。
墨ぼ

く

色
し
よ
く

・

人
相さ

う

は
其
身
の

将
し
や
う

来ら
い

を
う
ら
な
ひ
し
り
て
、
こ
れ
を
し
め
す
な
り
。
易
は

疑
う
た
が
ひ

を
鬼
神
に
た
ゞ
し
と
ふ
て
、
」
（
16
オ
）
其
事
の
吉き

つ

凶け
う

利り

害が
い

を
聞
て
、
凶け

う

を
棄す

て

て

吉き
つ

を

行
を
こ
な

ふ
な
り
。 

惣さ
う

じ
て
、
人じ

ん

事じ

の
利
害が

い

得と
く

失し
つ

、
大
抵て

い

七
分
三
分
、
或

あ
る
ひ

は
六
分
四
分
に
か
ゝ
り
、

七
分
道ど

う

理
の
よ
き
か
た
あ
り
て
、
三
分ぶ

あ
し
き
事こ

と

な
れ
ば
、
た
れ
か
そ
の
三
分
の

か
た
に
つ
く
者
あ
ら
ん
や
。
人
の
思し

慮り
よ

工く

夫
に
て
も
、
よ
ろ
し
き
こ
と
お
ほ
き
方

に
つ
く
は
な
る
事こ

と

な
り
。
十じ

う

指し

の
ゆ
び
ざ
す
と
こ
ろ
、
十
目ぼ

く

の
見
る
と
こ
ろ
は
勿も

ち

論ろ
ん

の
儀
な
り
。

尤
も
つ
と
も

千
人
の
諾だ

く

々〴
〵

は
一
士し

の
諤が

く

々〴
〵

に
し
か
ず
と
い
ふ
事
も
あ
れ
ど

も
、
そ
れ
は
常つ

ね

の
規き

矩く

に
は
あ
ら
ず
。
大
抵て

い

世せ

上
じ
や
う

の
事
、
八
人
よ
し
と
い
ひ
、
弐

人
あ
し
ゝ
と
い
は
ゞ
、
多た

分ぶ
ん

に
つ
く
と
て
、
多を

ゝ

き
方
に
な
る
も
の
な
り
。 

今
五
分
五
分
の
理り

あ
り
て
、
甲か

う

の
方
も
一
得と

く

一
失し

つ

、
乙を

つ

の
方
も
一
得と

く

一い
つ

失し
つ

成
と

き
は
、
い
づ
れ
か

将
し
や
う

来ら
い

の
吉き

つ

に
な
る
べ
き
や
。
人
の
思し

慮り
よ

に
及
が
た
し
。
か
ゝ
る
」

（
16
ウ
）
と
き
は
鬼き

神し
ん

に
た
ゞ
し
と
ふ
て
、
甲か

う

乙を
つ

其そ
の

占せ
ん

の
吉き

つ

な
る
方か

た

に

従
し
た
が
つ

て
事

を
な
す
。
こ
れ
易え

き

の
易
た
る
と
こ
ろ
な
ら
ん
か
。 

都す
べ

て

将
し
や
う

来ら
い

を
占せ

ん

す
る
は
、
皆み

な

此こ
の

意
こ
ゝ
ろ

な
り
。
人に

ん

事じ

を
尽つ

く

し
た
る
上う

へ

に
て
鬼き

神し
ん

に

た
ゞ
し
と
ふ
な
り
。
今い

ま

世せ

上
じ
や
う

に
す
る
が
ご
と
く
、
お
の
れ
が
人に

ん

事じ

を
尽つ

く

す
と
い
ふ

こ
と
も
な
く
、
い
さ
ゝ
か
の
物も

の

の
失う

せ

た
る
に
も
易え

き

、
お
の
れ
が
勝か

つ

手て

づ
く
の
私し

欲よ
く

に
も
そ
れ

占
う
ら
な

ひ
と
、
鬼き

神し
ん

に
た
ゞ
す
と
い
ふ
わ
け
に
て
も
な
く
、
売ば

い

卜ぼ
く

の
者も

の

に

－33－



あ
つ
ら
へ
き
く
。
祢ね

宜ぎ

・
山や

ま

伏ぶ
し

・
祈き

祷た
う

坊ぼ
う

主ず

の
た
ぐ
ひ
、
前ま

へ

に
云い

ふ

ご
と
く
、
其そ

の

礼れ
い

物も
つ

を

貪
む
さ
ぼ

り
、
自じ

身し
ん

に
も
易え

き

の
道だ

う

理り

の
は
し
さ
へ
わ
き
ま
へ
ぬ
も
の
ど
も
、
占

う
ら
な

ひ

を
な
し
て
、
今こ

ん

日に
ち

を
送を

く

る
。
そ
れ
ゆ
へ
、
弁べ

ん

を
た
く
ま
し
く
す
れ
ど
も
、
言こ

と

信し
ん

あ

ら
ず
、
行か

う

験げ
ん

あ
ら
ず
。

故
か
る
が
ゆ
へ

に
、
卜ぼ

く

筮ぜ
い

者し
や

は
世せ

俗ぞ
く

の

賤
い
や
し

み
、

汚
け
が
ら

は
し
き
業わ

ざ

と

す
る
と
こ
ろ
な
り
。
今い

ま

の
」
（
17
オ
）
易え

き

学が
く

を
唱と

な

ふ
る
衆し

ゆ

中ぢ
う

、
何な

に

程ほ
ど

高か
う

慢ま
ん

せ
ら
れ

て
も
、
拝は

い

謝じ
や

を

求
も
と
め

て
占せ

ん

を
な
す
と
き
は
、
五
十
歩ぽ

百
歩ぽ

の
み
。
そ
の
人

各
を
の
〳
〵

司し

馬ば

季き

主し
ゆ

が
ご
と
き
に
は
あ
ら
ざ
る
べ
し
。 

愚ぐ

が
お
も
ふ

所
と
こ
ろ

は
、
其そ

の

事こ
と

の
可か

否ひ

を
鬼き

神し
ん

に
た
ゞ
し
と
ふ
時と

き

に

当
あ
た
つ

て
、
信し

ん

心じ
ん

堅け
ん

固ご

に
し
て
、
其そ

の

身み

斉せ
い

潔け
つ

、
戒か

い

慎し
ん

恐
き
や
う

懼く

、
敬け

い

を
致い

た

し
て

疑
う
た
が

ふ
事こ

と

な
く
ば
、
朱し

ゆ

子し

の
筮ぜ

い

法ほ
う

に
て
も
、
古こ

易ゑ
き

の

趣
を
も
む
き

に
て
も
、
何
某

な
に
が
し

の
占せ

ん

法ぽ
う

に
て
も
、
仮
如

た

と

へ

蔡さ
い

氏し

の
供こ

う

範は
ん

九
々
八
十
一
の
占せ

ん

法ぽ
う

に
て
も
、
い
づ
れ
そ
れ
に
は

拘
か
ゝ
は

る
べ
か
ら
ず
。
俗ぞ

く

に
い

ふ
、

畳
た
ゝ
み

算ざ
ん

を
お
く
と
も
、
鬼き

神し
ん

こ
れ
を

祐
た
す
け

ん
か
。
い
は
ん
や
易え

き

の
占せ

ん

法ぽ
う

を
や
。

青せ
い

銅ど
う

十
二
銭せ

ん

の
礼れ

い

を
怙た

の

み
、
売ば

い

卜ぼ
く

に
あ
つ
ら
へ
、
卜ぼ

く

者し
や

も
亦ま

た

礼れ
い

物も
つ

を

貪
む
さ
ぼ

る
の
み

に
し
て
、
主し

ゆ

人じ
ん

も
筮ぜ

い

者し
や

も
鬼き

神し
ん

を
な
れ
あ
な
ど
り
、

各
を
の
〳
〵

お
の
れ
が
利り

を
の
み
お

も
は
ゞ
、
汚

け
が
ら

は
し
き
の
業わ

ざ

に
し
て
、
鬼き

神し
ん

な
ん
ぞ
」
（
17
ウ
）
こ
れ
に
告つ

げ

ん
や
。 

如

此

か
く
の
ご
と
く

の
事こ

と

な
れ
ば
、
今い

ま

世せ

上
じ
や
う

に

占
う
ら
な

ひ
〳
〵
と
や
か
ま
し
く
い
ふ
は
、
聖せ

い

人じ
ん

の
易え

き

の
形か

た

に
よ
つ
て
、
巫ふ

祝
し
ゆ
く

・
山
伏ぶ

し

の
渡と

世せ
い

を
な
す
わ
ざ
と
お
も
ふ
べ
き
な
り
。

ま
こ
と
の
易え

き

学が
く

を
ま
な
び
え
ば
、
天て

ん

を

楽
た
の
し

み
命め

い

を
し
ら
ん
。 

子シ

曰
ノ
タ
マ
ハ
ク

、
夫ソ

レ

易
ヱ
キ
ハ

開
モ
ノ
ヲ

レ

物
ヒ
ラ
キ

成
ツ
ト
メ
ヲ

レ

務ナ
シ

冐
テ
ン
カ
ニ

二

天
下

ヲ

ヽ

フ
一

之ノ

道ミ
チ

如
カ
ク
ノ

レ

斯
ゴ
ト
キ

而
己

ノ

ミ

ノ

者モ
ノ

也ナ
リ

。

是コ
ノ

故
ユ
ヘ
ニ

聖セ
イ

人ジ
ン

以
モ
ツ
テ

通
テ
ン
カ
ノ

二

天
下
之
志

コ
ヽ
ロ
ザ
シ
ヲ
ツ
ウ
ジ

一

以
モ
ツ
テ

定
テ
ン
カ
ノ

二

天
下
之
業

ワ

ザ

ヲ

サ

ダ

メ

一

以
モ
ツ
テ

断
テ
ン
カ
ノ

二

天
下
之
疑

ウ
タ
ガ
ヒ
ヲ
ダ
ン
ズ

一

。 

 

仙せ
ん

人に
ん

の
説せ

つ 

天て
ん

狗ぐ

の
弁べ

ん

に
い
ふ
ご
と
く
、
日に

つ

本ぽ
ん

に
は
む
つ
か
し
き
天て

ん

狗ぐ

と
い
ふ
も
の
を
色い

ろ

々〳
〵

と
大だ

い

事じ

に
か
け
こ
は
が
れ
ど
も
漢か

ん

土ど

に
は
な
し
。
漢
土
に
は
又ま

た

仙せ
ん

人に
ん

と
い
ふ
も
の

を

尊
た
つ
と

び
大だ

い

事じ

に
か
け
れ
ど
も
、
日
本
に
は
久く

米め

の
仙せ

ん

人に
ん

な
ら
で
は
さ
た
も
な
く
、

列れ
つ

仙せ
ん

伝で
ん

な
ど
ゝ
い
ふ
書し

よ

も
な
し
。
我わ

が

朝て
う

の
天て

ん

狗ぐ

も
ふ
づ
ま
り
な
事こ

と

の
み
な
る
が
、
」

（
18
オ
）
唐か

ら

の
仙せ

ん

人に
ん

も
不ふ

尤
も
つ
と
も

な
る
も
の
な
り
。 

天て
ん

原げ
ん

発は
つ

微び

に
、
西せ

い

山ざ
ん

の
真し

ん

氏し

い
ふ
、
神し

ん

仙せ
ん

の
説せ

つ

は
斉せ

い

の
威い

王わ
う

・
燕え

ん

の
昭せ

う

王わ
う

の
こ

ろ
よ
り

始
は
じ
ま

り
、
秦し

ん

の
始し

皇か
う

・
漢か

ん

の
武ぶ

帝て
い

に

至
い
た
つ

て

熾
さ
か
ん

な
り
。
皆み

な

方ほ
う

士し

の
な
す

所
と
こ
ろ

な
り
と
。
秦し

ん

の
始し

皇
く
は
う

帝て
い

長な
が

生い
き

の
し
た
さ
の
あ
ま
り
に
、
徐じ

よ

福ふ
く

と
い
ふ
方
士
に
だ

ま
さ
れ
、
大だ

い

分ぶ
ん

の
財ざ

い

宝ほ
う

を
や
り
、
宝ほ

う

来ら
い

方ほ
う

丈
じ
や
う

の
島し

ま

へ
不ふ

老ら
う

不ふ

死し

の

薬
く
す
り

を
求も

と

め
に

や
つ
て
、
間ま

も
な
く
其そ

の

身み

は
崩ほ

う

御ぎ
よ

。
徐じ

よ

福ふ
く

は
仕し

合
あ
は
せ

し
て
日
本
に
渡わ

た

り
、
紀き

州し
う

熊く
ま

野の

浦う
ら

に

着
ち
や
く

船せ
ん

し
、
定

さ
だ
め

而て

楽
た
の
し
ん

で
天て

ん

命め
い

を
終を

は

り
つ
ら
め
。
今い

ま

に
熊く

ま

野の

に
徐じ

よ

福ふ
く

の
宮み

や

と
て
あ
り
と
き
く
。
西せ

い

漢か
ん

の
武ぶ

帝て
い

、
又ま

た

仙せ
ん

術
じ
ゆ
つ

を
好こ

の

み
、

夥
を
び
た
ゞ

敷し
く

物も
の

入い
り

を
し
て
、

承

ぜ
（
マ
マ
）
う

露ろ

盤ば
ん

を
こ
し
ら
へ
た
り
。
さ
ま
〴
〵
の
事こ

と

を
信し

ん

用や
う

あ
り
し
ゆ
へ
、
仙せ

ん

術
じ
ゆ
つ

を
奉
る
方
士
か
は
る
〳
〵
出い

で

て
、
や
か
ま
し
く
い
ろ
〳
〵
と
仙せ

ん

道ど
う

を
せ
ん
ぎ
あ
り

し
か
ど
も
、
い
た
づ
ら
に
そ
の
身み

は
崩ほ

う

御ぎ
よ

な
り
ぬ
。 

此こ
の

じ
ぶ
ん
よ
り
」
（
18
ウ
）
段だ

ん

々〴
〵

神し
ん

仙せ
ん

の
事こ

と

を
奇き

妙め
う

に
し
て
、
仙せ

ん

家か

の
書し

よ

と
い

ふ
も
の
出い

で

来き

た
り
。
劉り

う

向
し
や
う

・
葛か

つ

洪こ
う

が

輩
と
も
が
ら

、
抱ほ

う

朴は
く

子し

・
神し

ん

仙せ
ん

伝で
ん

等と
う

の
書し

よ

を
こ
し

ら
へ
、
黄

く
は
う

帝て
い

・
老ら

う

子し

を
祖そ

と
し
、
黄

く
は
う

老ら
う

の

術
じ
ゆ
つ

を
学ま

な

ぶ
な
ど
ゝ
い
ふ
。
に
く
む
べ

き
事こ

と

か
。
黄

く
は
う

老ら
う

は
と
も
に
説と

き

か
た
孔か

う

門も
ん

の
教を

し

へ
と
は
ち
が
へ
ど
、
仙せ

ん

術
じ
ゆ
つ

の
祖そ

と

す
る
は
取と

り

ち
が
へ
た
る
事こ

と

な
り
。
黄

く
は
う

帝て
い

は

上
し
や
う

古こ

の
事こ

と

な
れ
ば
さ
し
を
き
ぬ
。
老ら

う

子し

は

長
ち
や
う

命め
い

た
り
と
い
へ
ど
も
、
終を

は

る

所
と
こ
ろ

を
し
ら
ず
と
こ
そ
あ
れ
、
仙せ

ん

人に
ん

の

元
ぐ
は
ん

祖そ

な
り
と
い
ふ
事こ

と

も
な
し
。
後の

ち

に
か
れ
は
前ま

へ

の
老ら

う

子し

よ
、
こ
れ
が
そ
ふ
よ
と
い
ふ

事こ
と

あ
れ
ど
も
、
言い

ひ

が
ち
に
て
、
何な

に

を
そ
れ
と
た
し
か
な
る

証
し
や
う

拠こ

も
な
し
。
取と

る

に
た

ら
ず
。
老ら

う

子し

の
学が

く

は
其そ

の

意い

を

熟
じ
ゆ
く

得ど
く

す
れ
ば
、
世せ

上
じ
や
う

の
儒じ

ゆ

者し
や

の
思
ふ
て
ゐ
る
や
う

な
も
の
で
は
な
く
、

甚
は
な
は
だ

尊
た
つ
と

ぶ
べ
き
道み

ち

に
て
、
仙せ

ん

道だ
う

の
祖そ

人じ
ん

な
り
と
」
（
19
オ
）

い
ふ
は
、
あ
や
し
む
べ
き
事こ

と

な
り
。 

仙せ
ん

の
事
、
六り

く

経け
い

に
い
で
ず
、
列れ

つ

仙せ
ん

伝で
ん

に
は
じ
ま
る
。
そ
れ
〳
〵
に
得え

て
の

術
じ
ゆ
つ

を

書か
き

の
せ
、
或

あ
る
ひ

は
風か

ぜ

に
御ぎ

よ

し
、
雲く

も

を
翔か

け

り
、
或

あ
る
ひ

は
亀か

め

に
乗の

り
、
鶴つ

る

に
賀が

し
、
又ま

た

は

鯉こ
い

に
乗の

り

、
剣け

ん

に
乗の

る

な
ど
、
さ
ま
〴
〵
の
事こ

と

あ
れ
ど
も
、
誰た

れ

あ
り
て
実じ

つ

に
み
た
る
物も

の

も
な
し
。
又ま

た

は
正せ

い

史し

実じ
つ

録ろ
く

に
も
の
せ
ず
。
劉り

う

向
し
や
う

・
葛か

つ

洪か
う

が
徒と

、
言い

ひ

出い
だ

し
た
る
事こ

と

と
み
へ
た
り
。

霞
か
す
み

を
喰く

ら

ひ
、
気き

を
呑の

み

、

齢
よ
は
ひ

か
ぎ
り
な
し
と
。
然し

か

れ
ど
も
、
か
ぎ

り
な
き

命
い
の
ち

を
た
れ
が
つ
き

従
し
た
が

ひ
て
見
た
る

証
し
や
う

拠こ

も
な
し
。 

周し
う

の
穆ぼ

く

王わ
う

の
児じ

童ど
う

、
世よ

に
し
る

通
と
を
り

、
酈て

つ

県け
ん

山ざ
ん

に

流
な
が
さ

れ
、
穆ぼ

く

王わ
う

の
さ
づ
け
ら
れ

し
、
釈し

や

迦か

の
四
句く

の
文も

ん

の
お
か
げ
に
て
、
七
百
歳さ

い

を
経へ

て
、
三
国ご

く

の
末す

へ

、
魏ぎ

の
文ぶ

ん

帝て
い

の
時と

き

、
名な

を
彭ほ

う

祖そ

と
か
へ
て
出い

で

た
り
と
い
へ
る
類る

い

も
、
何な

に

を
た
し
か
な
る

証
し
や
う

拠こ

と
し
て
、
児じ

童ど
う

の
長な

が

生い
き

し
た
る
も
の
」
（
19
ウ
）
な
り
と
す
る
や
。
愚
は
信し

ん

じ

が
た
し
。
書し

よ

ご
と
に
信
ぜ
ば
書
な
き
に
し
か
ず
と
や
ら
ん
に
て
、
和わ

漢か
ん

と
も
に
歴れ

き

々〳
〵

の
書し

よ

籍
じ
や
く

、
嘘う

そ

だ
ら
け
な
り
。 

夫そ
れ

人
は

上
じ
や
う

寿じ
ゆ

百
歳さ

い

前ぜ
ん

後ご

な
る
事こ

と

、
和わ

漢か
ん

と
も
に

凡
を
よ
そ

二
千
有ゆ

う

余よ

年ね
ん

、
大た

い

抵て
い

同を
な

じ

趣
を
も
む
き

な
り
。
漢か

ん

土ど

に
し
て
も

上
し
や
う

古こ

の
人に

ん

寿じ
ゆ

一
万ま

ん

歳ざ
い

、
あ
る
ひ
は
幾い

く

万
歳ざ

い

な
ど
い

へ
る
は
子し

細さ
い

こ
そ
あ
る
ら
じ
。
実じ

つ

事じ

正せ
い

史し

に
載の

す
る
と
こ
ろ
へ
き
た
り
て
は
、
俄

に
は
か

に
ど
か
落を

ち

し
て
、
百
歳さ

い

前ぜ
ん

後ご

に
な
る
事こ

と

、
様や

う

子す

有あ
り

そ
ふ
な
事こ

と

と
さ
つ
す
べ
し
。 

惣さ
う

じ
て
、
万ば

ん

物ぶ
つ

始
は
じ
め

あ
れ
ば

終
を
は
り

あ
り
。

生
し
や
う

あ
れ
ば
死し

あ
り
。
不ふ

可か

思し

議ぎ

の
天て

ん

地ち

に
さ
へ
、
邵せ

う

康か
う

節せ
つ

其そ
の

道ど
う

理り

を
付つ

け

て
、
天
地ち

の
始し

終じ
う

十
二
万
九
千
六
百
年ね

ん

一い
ち

元げ
ん

の

数か
ず

と
立た

て

た
り
。
い
は
ん
や
人に

ん

寿じ
ゆ

を
や
。
仙せ

ん

人に
ん

に
成な

り

お
ほ
せ
て
も
、
一
度ど

は
死し

す
べ

き
事
な
り
。 

つ
ら
〳
〵
お
も
ひ
み
る
」
（
20
オ
）
に
、
死し

ん

で
し
も
ふ
た
後の

ち

に
て
見
れ
ば
、
彭ほ

う

祖そ

が
七
百
歳さ

い

も
七し

ち

夜や

の
内う

ち

に
死し

ん

だ
赤あ

か

子ご

も
同を

な

じ
事こ

と

な
れ
ば
、
死し

生せ
い

は
天
に
ま
か
せ

て
然し

か

る
べ
き
な
り
。 

扨さ
て

長
ち
や
う

命め
い

の
う
れ
し
ひ
と
い
ふ
も
何な

ん

ぞ
な
れ
ば
、
な
が
ふ
浮う

き

世よ

の
苦く

が
く
る
し

み
た
ひ
と
い
ふ
て
、
長な

が

生い
き

し
た
が
る
者も

の

も
な
し
。
古こ

人じ
ん

い
へ
る
ご
と
く
、
人ひ

と

安あ
ん

な

れ
ば
生せ

い

を

楽
た
の
し

む
。

痛
い
た
め

ば
死し

を
お
も
ふ
と
。
ま
こ
と
に
然し

か

り
。
か
く
ま
で

衆
し
ゆ
う

人じ
ん

の
お
し
む

命
い
の
ち

な
れ
ど
も
、
あ
ま
り
に
難な

ん

儀ぎ

か
さ
な
り
て

心
こ
ゝ
ろ

く
る
し
け
れ
ば
、
最も

早は
や

死し
に

た
ひ
と
い
ふ
。
長

ち
や
う

病
び
や
う

の
人ひ

と

、
色い

ろ

々〳
〵

薬
く
す
り

を
の
み
、
さ
ま
〴
〵
養や

う

生
じ
や
う

し
て
み

て
も
、
病

び
や
う

苦く

や
ま
ざ
れ
ば
、
凡ぼ

ん

人に
ん

な
が
ら
も
死し

に

覚か
く

悟ご

よ
き
も
の
な
り
。
貴き

人に
ん

は
も

ち
ろ
ん
平へ

い

人に
ん

に
て
も
、
財ざ

い

宝ほ
う

た
く
さ
ん
に
持も

ち

、
何な

に

事ご
と

も

心
こ
ゝ
ろ

の
ま
ゝ
に
な
る
人
の

死し
に

覚か
く

悟ご

よ
き
は
ま
れ
な
り
。
貧ひ

ん

苦く

に
せ
ま
り
、
種し

ゆ

々〴
〵

の
難な

ん

儀ぎ

す
る
も
の
は
、
何な

に

も
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ら
へ
、
黄

く
は
う

帝て
い

・
老ら

う

子し

を
祖そ

と
し
、
黄

く
は
う

老ら
う

の

術
じ
ゆ
つ

を
学ま

な

ぶ
な
ど
ゝ
い
ふ
。
に
く
む
べ

き
事こ

と

か
。
黄

く
は
う

老ら
う

は
と
も
に
説と

き

か
た
孔か

う

門も
ん

の
教を

し

へ
と
は
ち
が
へ
ど
、
仙せ

ん

術
じ
ゆ
つ

の
祖そ

と

す
る
は
取と

り

ち
が
へ
た
る
事こ

と

な
り
。
黄

く
は
う

帝て
い

は

上
し
や
う

古こ

の
事こ

と

な
れ
ば
さ
し
を
き
ぬ
。
老ら

う

子し

は

長
ち
や
う

命め
い

た
り
と
い
へ
ど
も
、
終を

は

る

所
と
こ
ろ

を
し
ら
ず
と
こ
そ
あ
れ
、
仙せ

ん

人に
ん

の

元
ぐ
は
ん

祖そ

な
り
と
い
ふ
事こ

と

も
な
し
。
後の

ち

に
か
れ
は
前ま

へ

の
老ら

う

子し

よ
、
こ
れ
が
そ
ふ
よ
と
い
ふ

事こ
と

あ
れ
ど
も
、
言い

ひ

が
ち
に
て
、
何な

に

を
そ
れ
と
た
し
か
な
る

証
し
や
う

拠こ

も
な
し
。
取と

る

に
た

ら
ず
。
老ら

う

子し

の
学が

く

は
其そ

の

意い

を

熟
じ
ゆ
く

得ど
く

す
れ
ば
、
世せ

上
じ
や
う

の
儒じ

ゆ

者し
や

の
思
ふ
て
ゐ
る
や
う

な
も
の
で
は
な
く
、

甚
は
な
は
だ

尊
た
つ
と

ぶ
べ
き
道み

ち

に
て
、
仙せ

ん

道だ
う

の
祖そ

人じ
ん

な
り
と
」
（
19
オ
）

い
ふ
は
、
あ
や
し
む
べ
き
事こ

と

な
り
。 

仙せ
ん

の
事
、
六り

く

経け
い

に
い
で
ず
、
列れ

つ

仙せ
ん

伝で
ん

に
は
じ
ま
る
。
そ
れ
〳
〵
に
得え

て
の

術
じ
ゆ
つ

を

書か
き

の
せ
、
或

あ
る
ひ

は
風か

ぜ

に
御ぎ

よ

し
、
雲く

も

を
翔か

け

り
、
或

あ
る
ひ

は
亀か

め

に
乗の

り
、
鶴つ

る

に
賀が

し
、
又ま

た

は

鯉こ
い

に
乗の

り

、
剣け

ん

に
乗の

る

な
ど
、
さ
ま
〴
〵
の
事こ

と

あ
れ
ど
も
、
誰た

れ

あ
り
て
実じ

つ

に
み
た
る
物も

の

も
な
し
。
又ま

た

は
正せ

い

史し

実じ
つ

録ろ
く

に
も
の
せ
ず
。
劉り

う

向
し
や
う

・
葛か

つ

洪か
う

が
徒と

、
言い

ひ

出い
だ

し
た
る
事こ

と

と
み
へ
た
り
。

霞
か
す
み

を
喰く

ら

ひ
、
気き

を
呑の

み

、

齢
よ
は
ひ

か
ぎ
り
な
し
と
。
然し

か

れ
ど
も
、
か
ぎ

り
な
き

命
い
の
ち

を
た
れ
が
つ
き

従
し
た
が

ひ
て
見
た
る

証
し
や
う

拠こ

も
な
し
。 

周し
う

の
穆ぼ

く

王わ
う

の
児じ

童ど
う

、
世よ

に
し
る

通
と
を
り

、
酈て

つ

県け
ん

山ざ
ん

に

流
な
が
さ

れ
、
穆ぼ

く

王わ
う

の
さ
づ
け
ら
れ

し
、
釈し

や

迦か

の
四
句く

の
文も

ん

の
お
か
げ
に
て
、
七
百
歳さ

い

を
経へ

て
、
三
国ご

く

の
末す

へ

、
魏ぎ

の
文ぶ

ん

帝て
い

の
時と

き

、
名な

を
彭ほ

う

祖そ

と
か
へ
て
出い

で

た
り
と
い
へ
る
類る

い

も
、
何な

に

を
た
し
か
な
る

証
し
や
う

拠こ

と
し
て
、
児じ

童ど
う

の
長な

が

生い
き

し
た
る
も
の
」
（
19
ウ
）
な
り
と
す
る
や
。
愚
は
信し

ん

じ

が
た
し
。
書し

よ

ご
と
に
信
ぜ
ば
書
な
き
に
し
か
ず
と
や
ら
ん
に
て
、
和わ

漢か
ん

と
も
に
歴れ

き

々〳
〵

の
書し

よ

籍
じ
や
く

、
嘘う

そ

だ
ら
け
な
り
。 

夫そ
れ

人
は

上
じ
や
う

寿じ
ゆ

百
歳さ

い

前ぜ
ん

後ご

な
る
事こ

と

、
和わ

漢か
ん

と
も
に

凡
を
よ
そ

二
千
有ゆ

う

余よ

年ね
ん

、
大た

い

抵て
い

同を
な

じ

趣
を
も
む
き

な
り
。
漢か

ん

土ど

に
し
て
も

上
し
や
う

古こ

の
人に

ん

寿じ
ゆ

一
万ま

ん

歳ざ
い

、
あ
る
ひ
は
幾い

く

万
歳ざ

い

な
ど
い

へ
る
は
子し

細さ
い

こ
そ
あ
る
ら
じ
。
実じ

つ

事じ

正せ
い

史し

に
載の

す
る
と
こ
ろ
へ
き
た
り
て
は
、
俄

に
は
か

に
ど
か
落を

ち

し
て
、
百
歳さ

い

前ぜ
ん

後ご

に
な
る
事こ

と

、
様や

う

子す

有あ
り

そ
ふ
な
事こ

と

と
さ
つ
す
べ
し
。 

惣さ
う

じ
て
、
万ば

ん

物ぶ
つ

始
は
じ
め

あ
れ
ば

終
を
は
り

あ
り
。

生
し
や
う

あ
れ
ば
死し

あ
り
。
不ふ

可か

思し

議ぎ

の
天て

ん

地ち

に
さ
へ
、
邵せ

う

康か
う

節せ
つ

其そ
の

道ど
う

理り

を
付つ

け

て
、
天
地ち

の
始し

終じ
う

十
二
万
九
千
六
百
年ね

ん

一い
ち

元げ
ん

の

数か
ず

と
立た

て

た
り
。
い
は
ん
や
人に

ん

寿じ
ゆ

を
や
。
仙せ

ん

人に
ん

に
成な

り

お
ほ
せ
て
も
、
一
度ど

は
死し

す
べ

き
事
な
り
。 

つ
ら
〳
〵
お
も
ひ
み
る
」
（
20
オ
）
に
、
死し

ん

で
し
も
ふ
た
後の

ち

に
て
見
れ
ば
、
彭ほ

う

祖そ

が
七
百
歳さ

い

も
七し

ち

夜や

の
内う

ち

に
死し

ん

だ
赤あ

か

子ご

も
同を

な

じ
事こ

と

な
れ
ば
、
死し

生せ
い

は
天
に
ま
か
せ

て
然し

か

る
べ
き
な
り
。 

扨さ
て

長
ち
や
う

命め
い

の
う
れ
し
ひ
と
い
ふ
も
何な

ん

ぞ
な
れ
ば
、
な
が
ふ
浮う

き

世よ

の
苦く

が
く
る
し

み
た
ひ
と
い
ふ
て
、
長な

が

生い
き

し
た
が
る
者も

の

も
な
し
。
古こ

人じ
ん

い
へ
る
ご
と
く
、
人ひ

と

安あ
ん

な

れ
ば
生せ

い

を

楽
た
の
し

む
。

痛
い
た
め

ば
死し

を
お
も
ふ
と
。
ま
こ
と
に
然し

か

り
。
か
く
ま
で

衆
し
ゆ
う

人じ
ん

の
お
し
む

命
い
の
ち

な
れ
ど
も
、
あ
ま
り
に
難な

ん

儀ぎ

か
さ
な
り
て

心
こ
ゝ
ろ

く
る
し
け
れ
ば
、
最も

早は
や

死し
に

た
ひ
と
い
ふ
。
長

ち
や
う

病
び
や
う

の
人ひ

と

、
色い

ろ

々〳
〵

薬
く
す
り

を
の
み
、
さ
ま
〴
〵
養や

う

生
じ
や
う

し
て
み

て
も
、
病

び
や
う

苦く

や
ま
ざ
れ
ば
、
凡ぼ

ん

人に
ん

な
が
ら
も
死し

に

覚か
く

悟ご

よ
き
も
の
な
り
。
貴き

人に
ん

は
も

ち
ろ
ん
平へ

い

人に
ん

に
て
も
、
財ざ

い

宝ほ
う

た
く
さ
ん
に
持も

ち

、
何な

に

事ご
と

も

心
こ
ゝ
ろ

の
ま
ゝ
に
な
る
人
の

死し
に

覚か
く

悟ご

よ
き
は
ま
れ
な
り
。
貧ひ

ん

苦く

に
せ
ま
り
、
種し

ゆ

々〴
〵

の
難な

ん

儀ぎ

す
る
も
の
は
、
何な

に

も
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し
ら
ぬ
人
も
」
（
20
ウ
）
覚か

く

悟ご

よ
き
人
多を

ゝ

し
。
浮ふ

図ど

の

教
を
し
へ

に
、
財ざ

い

宝ほ
う

を
い
や
し

め
、
色し

き

欲よ
く

等と
う

を
い
か
ふ
し
か
ら
る
ゝ
も
、
此こ

の

世よ

に
念ね

ん

の
残の

こ

ら
ぬ
や
う
に
さ
せ
る

教
を
し
へ

に
は

尤
も
つ
と
も

成な
る

事こ
と

な
り
。 

如
か
く
の

レ

此
ご
と
く

の
世せ

界か
い

の
有あ

り

様さ
ま

な
れ
ば
、
長な

が

生い
き

し
た
ひ
の
も
、
生い

き

て
ゐ
て
面を

も

白
し
ろ
ひ

め
に

逢あ
ひ

た
き
の
と
、
死し

に

し
な
の
づ
ゝ
な
そ
ふ
な
が
き
み
の
わ
る
き
と
の
二ふ

た

つ
に
て
の
事こ

と

に
あ
ら
ず
や
。
い
か
ほ
ど
い
や
が
つ
て
も
一
度ど

は
終つ

い

に
の
が
れ
ず
。
た
と
へ
仙せ

ん

人に
ん

で
も
終つ

い

に
は
死し

ね
ば
こ
そ
、
三
千
歳ね

ん

の
又ま

た

は
七
百
年ね

ん

の
と
、
そ
れ
〳
〵
に
長な

が

生い
き

の

ね
う
ち
が
つ
ゐ
て
あ
り
。
其そ

の

上う
へ

人に
ん

界が
い

の
た
の
し
み
と
い
ふ
も
の
は
、
男な

ん

女に
よ

の
淫い

ん

楽ら
く

、

仙せ
ん

人に
ん

さ
へ
通つ

う

を

失
う
し
な

ひ
し
あ
た
り
を
、
心
の
ま
ゝ
に
欲よ

く

情
じ
や
う

を

動
う
ご
か

し
、
酒し

ゆ

宴え
ん

の

興
き
や
う

を

催
ま
よ
ふ

し
、
口く

ち

に
魚ぎ

よ

肉に
く

を
喰く

ら

ひ
、
美び

味み

を
楽た

の

し
み
、
眼め

に
華く

は

美び

の

飾
か
ざ
り

を
見
、
耳み

ゝ

に

琴こ
と

・
三さ

味み

線せ
ん

等と
う

の
色い

ろ

音ね

を
き
ゝ
、

或
あ
る
ひ

は
猿さ

る

楽が
く

・
白し

ら

拍
び
や
う

子し

・

浄
じ
や
う

る
り
・
」
（
21

オ
）
音を

ん

曲
ぎ
よ
く

、
又ま

た

は
茶ち

や

・
香か

う

・
諸し

よ

芸げ
い

の
楽た

の

し
み
、
或

あ
る
ひ

は
衣い

服ふ
く

・
家か

宅た
く

の
結け

つ

構か
う

、
ま

た
は
そ
の
身み

の
立り

つ

身し
ん

に
権け

ん

威ゐ

を
と
る
の
類る

い

、
人に

ん

情
じ
や
う

大た
い

略
り
や
く

相あ
い

同を
な

じ
く
、
人ひ

と

々
の

心
こ
ゝ
ろ

に
覚を

ぼ

へ
の
有あ

る

通と
を

り
な
り
。 

然し
か

る
に
、
仙せ

ん

人に
ん

の
長な

が

生い
き

す
る
や
う
す
を
き
け
ば
、
喜き

・
怒ど

・
哀あ

い

・
楽ら

く

・
愛あ

い

・
悪を

・

欲よ
く

の
七し

ち

情
じ
や
う

を
離は

な

れ
、
穀こ

く

食
し
よ
く

を
僻さ

け

、
身み

に
は
木
の
葉は

を
ま
と
ひ
、

霞
か
す
み

を
喰く

ら

ひ
、

気き

を
呑の

み

、
深し

ん

山ざ
ん

幽ゆ
う

谷こ
く

に
住す

む

と
。
し
か
れ
ば
、
右み

ぎ

言い
ひ

立た
て

た
る
人に

ん

情
じ
や
う

の
楽た

の

し
み
、
一

つ
と
し
て
す
る
事こ

と

な
ら
ず
。
う
ま
く
も
有あ

り

そ

み
（
マ
マ
）

な
き

霞
か
す
み

を

喰
く
ら
ひ

、
渇か

つ

の
ふ
せ
ぎ

に
も
成な

り

そ
む
な
き
気き

を
呑の

み

、
裸

は
だ
か

身み

に

鎧
よ
ろ
ひ

き
た
や
う
に
さ
む
そ
ふ
な
木
の
葉は

を
着き

て
、
風か

ぜ

に
御ぎ

よ

し
、
雲く

も

に
翔か

け

り
、
何な

に

用や
う

が
有あ

つ

て
ど
こ
へ
行ゆ

く

の
か
。
人に

ん

情
じ
や
う

を
離は

な

れ
た

身み

に
は
、
何な

に

を
楽た

の

し
み
に
す
る
や
と
。
た
し
か
な
息
子

む

す

こ

持も
つ

た
親を

や

父ぢ

が
身し

ん

上
し
や
う

わ
た

し
隠い

ん

居き
よ

し
て
さ
へ
、
生い

き

て
ゐ
る
う
ち
は
人に

ん

情
じ
や
う

に
ま
じ
は
ら
ね
ば
、
枯こ

木ぼ
く

」
（
21

ウ
）
死し

灰
く
は
い

の
ご
と
く
し
て
は
い
ら
れ
ぬ
も
の
ゆ
へ
、
年ね

ん

齢れ
い

相さ
う

応わ
う

に
寺て

ら

参ま
い

り
・
仏

ほ
と
け

な
ぶ
り
、

或
あ
る
ひ

は
碁ご

・

将
し
や
う

棋ぎ

・
茶ち

や

・
香か

う

の
る
い
、
何な

に

な
り
と
も
せ
ね
ば
一
日
も
お

く
ら
れ
ず
。 

仙せ
ん

人に
ん

は
人に

ん

情
じ
や
う

を
は
な
れ
て
の
た
の
し
み
、
何
や
う
の
事こ

と

に
や
。
愚ぐ

が

心
こ
ゝ
ろ

に
て

は
、
老ら

う

衰す
い

し
て
人
に
あ
か
れ
て
さ
へ
お
も
し
ろ
か
ら
ぬ
事こ

と

と
お
も
ふ
に
、
人じ

ん

倫り
ん

を

は
な
れ
て
、
深し

ん

山ざ
ん

幽ゆ
う

谷こ
く

・
空く

う

中ち
う

を
翔か

け

り
あ
る
き
、
中ち

う

を
飛と

ん

だ
と
て
、
見け

ん

物ぶ
つ

の
な
い

軽か
る

業わ
ざ

師し

の
や
う
に
て
、
さ
し
て
面を

も

白し
ろ

き
事こ

と

も
有あ

り

そ
む
な
く
お
も
は
る
ゝ
に
、
何な

に

が

楽
た
の
し

み
に
成な

る

や
ら
ん
と
お
も
ふ
。
さ
や
う
に
不ふ

自じ

由ゆ
う

な
め
し
て
数す

百
歳さ

い

も
生い

き

の
び

な
ば
、
せ
い
が
つ
き
て
仕し

か
た
有あ

る

ま
じ
と
お
も
は
る
。 

愚ぐ

や
う
や
く
五
十
余よ

年
の

齢
よ
は
ひ

な
れ
ば
、
仙せ

ん

人に
ん

か
ら
見
て
は
小せ

う

児に

同ど
う

前ぜ
ん

の
事こ

と

な

れ
ど
も
、
次し

第だ
い

に
何な

に

事ご
と

も
め
づ
ら
し
か
ら
ず
、
楽

た
の
し

み
す
く
な
し
と
お
も
ふ
に
、
此こ

の

う
へ
に
酒さ

け

も
の
ま
ず
、
芝し

ば

居ゐ

」
（
22
オ
）
へ
も
ゆ
か
ず
、
蕎
麦

そ

ば

も
く
は
ず
、
女
の

そ
ば
へ
も
よ
ら
ず
、
魚ぎ

よ

鳥て
う

野や

菜さ
い

の
膳ぜ

ん

に
も
す
は
ら
ず
、
中ち

う

を
飛と

ん

だ
り
雲く

も

に
乗の

つ

た
り

す
る
ば
か
り
を
た
の
し
み
に
し
て
、
五
百
年ね

ん

も
生い

き

て
居い

よ
と
い
は
ゞ
、
折せ

つ

角か
く

の
難な

ん

儀ぎ

、
さ
ら
〳
〵

望
の
ぞ
み

な
き
事こ

と

ぞ
か
し
。 

千
年ね

ん

生い
き

て
も
迚と

て

も
終つ

ゐ

に
は
死し

ぬ
る
身み

な
ら
ば
、
命め

い

を
天
に
ま
か
せ
、
人に

ん

界が
い

の
苦く

楽ら
く

を
人
な
み
に
し
て
、
よ
い
か
げ
ん
に

終
を
は
り

を
と
げ
、
あ
と
か
ら
生う

ま

る
ゝ
人
と
入い

り

か

は
り
し
て
、
あ
と
札ふ

だ

を
乾け

ん

坤こ
ん

に
わ
た
し
、
生せ

う

死じ

の
木き

戸ど

を
出い

で

て
、
帰き

根こ
ん

・
復ふ

く

命め
い

、

世せ
い

路ろ

を
休き

う

せ
ば
、
天
地
の
至し

楽ら
く

た
ら
ん
か
。 

そ
れ
と
も
に
、
仙
人
の
仕し

か
た
に
て
も
く
る
し
か
ら
ず
、
長な

が

生い
き

が
し
た
ひ
と
お

も
ふ
人
は
、
其そ

の

日ひ

か
ら
先ま

づ

三
度ど

の
喰く

い

物も
の

や
、
酒さ

け

魚ぎ
よ

肉に
く

等と
う

を
そ
ろ
〳
〵
と
や
め
か
け

て
、
稽け

い

古こ

し
給
ふ
べ
し
。
此こ

の

方ほ
う

ご
と
き
の
」
（
22
ウ
）
俗ぞ

く

情
じ
や
う

の
者も

の

は
、
さ
や
う

の
事こ

と

に
て
は
お
も
し
ろ
か
ら
ず
。

男
を
と
こ

の
と
し
の
寄よ

り

た
る
給き

う

仕じ

人に
ん

よ
り
、
わ
か
き

女
の
給き

う

仕じ

は
喰く

ふ

も
の
も
う
ま
し
。
次な

み

酒さ
け

よ
り
諸も

ろ

白は
く

は
う
ま
し
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
な
れ

ば
、
な
ふ
い
や
の
仙せ

ん

人に
ん

に
て
こ
そ
有あ

る

な
れ
。 

 

居
行
子
巻
之
一
終
」
（
23
オ
） 

（
次
号
に
つ
づ
く
） 
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世せ
い

路ろ

を
休き

う

せ
ば
、
天
地
の
至し

楽ら
く

た
ら
ん
か
。 

そ
れ
と
も
に
、
仙
人
の
仕し

か
た
に
て
も
く
る
し
か
ら
ず
、
長な

が

生い
き

が
し
た
ひ
と
お

も
ふ
人
は
、
其そ

の

日ひ

か
ら
先ま

づ

三
度ど

の
喰く

い

物も
の

や
、
酒さ

け

魚ぎ
よ

肉に
く

等と
う

を
そ
ろ
〳
〵
と
や
め
か
け

て
、
稽け

い

古こ

し
給
ふ
べ
し
。
此こ

の

方ほ
う

ご
と
き
の
」
（
22
ウ
）
俗ぞ

く

情
じ
や
う

の
者も

の

は
、
さ
や
う

の
事こ

と

に
て
は
お
も
し
ろ
か
ら
ず
。

男
を
と
こ

の
と
し
の
寄よ

り

た
る
給き

う

仕じ

人に
ん

よ
り
、
わ
か
き

女
の
給き

う

仕じ

は
喰く

ふ

も
の
も
う
ま
し
。
次な

み

酒さ
け

よ
り
諸も

ろ

白は
く

は
う
ま
し
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
な
れ

ば
、
な
ふ
い
や
の
仙せ

ん

人に
ん

に
て
こ
そ
有あ

る

な
れ
。 

 

居
行
子
巻
之
一
終
」
（
23
オ
） 

（
次
号
に
つ
づ
く
） 

 

（
よ
し
だ 

つ
か
さ
・
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
） 
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